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題字　山田方谷自筆書状より

令和５年（2023）

月５
健幸都市たかはし　“つながり”から創る心豊かなまちづくり

明るい未来へ飛び込もう！明るい未来へ飛び込もう！
今月の表紙 今月の表紙 主な内容主な内容

●大雨による災害に備えて（Ｐ２～）●大雨による災害に備えて（Ｐ２～）
●子育てするなら高梁市（Ｐ４～）●子育てするなら高梁市（Ｐ４～）
●功績をたたえます（Ｐ６～）●功績をたたえます（Ｐ６～）
●市民のページ（Ｐ 26～）●市民のページ（Ｐ 26～）

ゴールデンウィーク前半、天気は快晴。落合町福ゴールデンウィーク前半、天気は快晴。落合町福
地の田んぼに集まってきた老若男女はためらいな地の田んぼに集まってきた老若男女はためらいな
く泥まみれになりました。コロナ禍で疲れた心をく泥まみれになりました。コロナ禍で疲れた心を
癒やすのはやっぱり自然と人の笑顔です。癒やすのはやっぱり自然と人の笑顔です。



　
市
で
は
、
災
害
時
に
取
る
べ
き
行
動

や
各
地
区
の
災
害
リ
ス
ク
を
ま
と
め
た

防
災
マ
ッ
プ
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
地
図
で
避
難
所
や
土
砂
災
害
警
戒
区

域
、
洪
水
浸
水
想
定
区
域
な
ど
が
確
認

で
き
る
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
を
作
成
し

ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
平
成
30
年
7
月
豪
雨
で
は
、
河
川
の
氾
濫
な
ど
に
よ
る
浸
水
被
害
や
市
内
各
地
で

の
山さ

ん

腹ぷ
く

崩
壊
、
土
石
流
に
よ
る
土
砂
災
害
な
ど
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
未み

曽ぞ

有う

の

大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
大
雨
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、
日
頃

か
ら
の
備
え
や
避
難
行
動
の
確
認
が
大
切
で
す
。問

防
災
復
興
推
進
課
☎
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‐
０
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大
雨
に
よ
る
災
害
に
備
え
て

大
雨
に
よ
る
災
害
に
備
え
て

　　
大
雨
な
ど
で
避
難
す
る
と
き
に
必
要

大
雨
な
ど
で
避
難
す
る
と
き
に
必
要

な
も
の
を
家
族
構
成（
乳
幼
児
や
高
齢

な
も
の
を
家
族
構
成（
乳
幼
児
や
高
齢

者
、
ペ
ッ
ト
な
ど
）に
応
じ
て
事
前
に

者
、
ペ
ッ
ト
な
ど
）に
応
じ
て
事
前
に

用
意
し
、
両
手
が
使
え
る
リ
ュ
ッ
ク

用
意
し
、
両
手
が
使
え
る
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ
、
持
ち
出
し
や
す

サ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ
、
持
ち
出
し
や
す

い
場
所
に
置
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

い
場
所
に
置
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
は
物
流
や

　
ま
た
、
大
規
模
災
害
時
に
は
物
流
や

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン（
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
）

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン（
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
）

が
ス
ト
ッ
プ
し
て
も
自
宅
で
生
活
で
き

が
ス
ト
ッ
プ
し
て
も
自
宅
で
生
活
で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
各
家
庭
で
必
要
な

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
各
家
庭
で
必
要
な

食
料
や
生
活
用
品
な
ど
を
備
え
て
お
き

食
料
や
生
活
用
品
な
ど
を
備
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

ま
し
ょ
う
。

飲
料
水

飲
料
水　　
11
人人
11
日日
33
リ
ッ
ト
ル
を
目

リ
ッ
ト
ル
を
目

安
に
３
日
分

安
に
３
日
分

非
常
食

非
常
食　
ご
は
ん（
ア
ル
フ
ァ
米
な
ど

　

ご
は
ん（
ア
ル
フ
ァ
米
な
ど

備
蓄
用
ご
飯
）、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
板

備
蓄
用
ご
飯
）、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
板

チ
ョ
コ
、
乾
パ
ン
な
ど
を
３
日
分

チ
ョ
コ
、
乾
パ
ン
な
ど
を
３
日
分

衣
類
衣
類　
防
寒
着
、
下
着
、
雨
具

　
防
寒
着
、
下
着
、
雨
具

避
難
時
に
必
要
な
も
の

避
難
時
に
必
要
な
も
の

　
大
雨
の
と
き
の
移
動
は
、
浸
水
に
よ

り
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
た
り
、
思

わ
ぬ
深
み
に
は
ま
っ
た
り
す
る
な
ど
大

変
危
険
で
す
。
大
雨
は
事
前
に
予
測
が

で
き
る
た
め
、
気
象
情
報
に
注
意
し

て
、
早
め
の
行
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。
移
動
を
伴
う
避
難
が
危
険
な
場
合

は
、
自
宅
の
２
階
以
上
や
山
と
反
対
側

の
部
屋
へ
移
動
す
る
な
ど
、
臨
機
応
変

な
行
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

　　

市
が
指
定
す
る
避
難
所
を
「
防
災

市
が
指
定
す
る
避
難
所
を
「
防
災

マ
ッ
プ
」
で
事
前
に
確
認
し
て
お
き
ま

マ
ッ
プ
」
で
事
前
に
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
避
難
所
に
行
く
こ
と

し
ょ
う
。
ま
た
、
避
難
所
に
行
く
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、「
土
砂
災
害
・
浸
水

だ
け
で
は
な
く
、「
土
砂
災
害
・
浸
水

の
恐
れ
が
な
い
自
宅
の
上
階
」「
安
全
が

の
恐
れ
が
な
い
自
宅
の
上
階
」「
安
全
が

確
保
さ
れ
る
親
戚
・
知
人
宅
」「
安
全
な

確
保
さ
れ
る
親
戚
・
知
人
宅
」「
安
全
な

事
前
に
避
難
場
所
を
決
め
ま
し
ょ
う

早
め
に
行
動
し
ま
し
ょ
う

場
所
に
駐
車
し
た
車
中
」
な
ど
へ
避
難

場
所
に
駐
車
し
た
車
中
」
な
ど
へ
避
難

す
る
「
分
散
避
難
」
の
方
法
が
あ
り
ま

す
る
「
分
散
避
難
」
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。
自
宅
の
安
全
性
や
避
難
方
法
を
家

す
。
自
宅
の
安
全
性
や
避
難
方
法
を
家

族
で
確
認
し
、
日
頃
か
ら
避
難
先
に
つ

族
で
確
認
し
、
日
頃
か
ら
避
難
先
に
つ

い
て
相
談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

い
て
相
談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
６
月
11
日（
日
）に
、
市
内
各
地
で
「
大
規
模
水
害
対

策
訓
練
」
を
行
い
ま
す
。
当
日
は
防
災
ラ
ジ
オ
や
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
訓
練
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
規
模
水
害
対
策
訓
練

令和４年度の訓練の様子令和４年度の訓練の様子

高
梁
市
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム

防災マップ防災マップ

地図情報地図情報
システムシステム

衛
生
用
品

衛
生
用
品　　
マ
ス
ク
、
簡
易
ト
イ
レ
、

マ
ス
ク
、
簡
易
ト
イ
レ
、

タ
オ
ル
、
生
理
用
品
、
オ
ム
ツ
な
ど

タ
オ
ル
、
生
理
用
品
、
オ
ム
ツ
な
ど

医
薬
品

医
薬
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消
毒
液
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救
急
セ
ッ
ト
、
体

　
消
毒
液
、
救
急
セ
ッ
ト
、
体

温
計
、
常
備
薬
、
服
用
中
の
薬
な
ど

温
計
、
常
備
薬
、
服
用
中
の
薬
な
ど

日
用
品

日
用
品　

懐
中
電
灯
、
電
池
、
マ
ッ

　

懐
中
電
灯
、
電
池
、
マ
ッ

チ
・
ラ
イ
タ
ー
、
ろ
う
そ
く
、
軍
手
、

チ
・
ラ
イ
タ
ー
、
ろ
う
そ
く
、
軍
手
、

は
さ
み
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
眼

は
さ
み
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
眼
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・
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
、
携
帯
ラ
ジ

鏡
・
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
、
携
帯
ラ
ジ

オ
、
携
帯
電
話
の
充
電
器
な
ど

オ
、
携
帯
電
話
の
充
電
器
な
ど

貴
重
品

貴
重
品　

現
金
、
預
貯
金
通
帳
、
印

　

現
金
、
預
貯
金
通
帳
、
印

鑑
、
携
帯
電
話
、
免
許
証
な
ど

鑑
、
携
帯
電
話
、
免
許
証
な
ど

便
利
な
も
の

便
利
な
も
の　　
ビ
ニ
ー
ル
袋・ゴ
ミ
袋
、

ビ
ニ
ー
ル
袋・ゴ
ミ
袋
、

ラ
ッ
プ
、
新
聞
紙
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

ラ
ッ
プ
、
新
聞
紙
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど

シ
ュ
な
ど

2Ｒ5 (2023) ５月



大雨による災害に備えて

大雨による災害対策の第一歩は情報収集から

　
大
規
模
災
害
の
直
後
は
交
通
網
や
通

信
網
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
混
乱
す

る
場
合
が
あ
り
、
行
政
に
よ
る
救
出
や

支
援
が
行
き
届
か
な
い
と
き
は
地
域
に

よ
る
支
え
合
い
が
大
切
で
す
。

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
時
に
も
、

地
域
に
よ
る
１
人
暮
ら
し
世
帯
な
ど
へ

の
水
の
配
布
や
、
要
支
援
者
へ
の
安
否

確
認
な
ど
に
よ
り
救
わ
れ
た
人
も
多

く
、
地
域
の
自
主
防
災
活
動
が
大
き
な

役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
を
乗
り
切
る
た
め
に

も
、
各
地
域
で
自
主
防
災
組
織
を
結
成

し
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
心
構
え
で
、
日
頃
か

ら
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
市
内
の
自
主
防
災
組
織
の
活

動
や
防
災
資
機
材
の
整
備
に
つ
い
て
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
主
防
災
組
織
の
結
成
・
活
動

防災ラジオ防災ラジオ

TT
ツ イ ッ タ ーツ イ ッ タ ー

witterwitter  ＃高梁市災害  ＃高梁市災害

メール配信サービスメール配信サービス おかやま防災ポータルおかやま防災ポータル

緊急速報メール緊急速報メール

YY
ヤ フ ーヤ フ ー

ahooahoo! 防災速報アプリ! 防災速報アプリ

　ハッシュタグ「#高梁市災害」をつけたツイート　ハッシュタグ「#高梁市災害」をつけたツイート
をすることで市民の皆さんで被災状況（道路の冠水、をすることで市民の皆さんで被災状況（道路の冠水、
倒木など）の発信・共有を行うことができます。倒木など）の発信・共有を行うことができます。

　気象情報や避難指示などの防災情報　気象情報や避難指示などの防災情報
メールです。受信するには登録メールアドレスメールです。受信するには登録メールアドレス
（t-takahashi@sg-p.jp）へ空メールを送信してください。（t-takahashi@sg-p.jp）へ空メールを送信してください。

　降水予想や１時間雨量などの気象情報のほ　降水予想や１時間雨量などの気象情報のほ
か、雨量観測点やダムの放流状況などの観測情報がか、雨量観測点やダムの放流状況などの観測情報が
確認できます。確認できます。

　市からの避難情報、気象庁による「緊急地震速報」、「津　市からの避難情報、気象庁による「緊急地震速報」、「津
波警報」、「気象等に関する特別警報」、国からの波警報」、「気象等に関する特別警報」、国からのＪＪ

ジェイジェイ
アラーアラー

トが、携帯電話やスマートフォンへ配信されます。トが、携帯電話やスマートフォンへ配信されます。

　市からの災害情報を受け取ることができま　市からの災害情報を受け取ることができま
す。災害時には、市民の皆さんが災害マップに被災す。災害時には、市民の皆さんが災害マップに被災
状況を発信、共有することができます。状況を発信、共有することができます。

　気象情報や防災情報を配信。市内の世帯に１台無　気象情報や防災情報を配信。市内の世帯に１台無
料貸与をしていますので、必要な人は市へ申請をし料貸与をしていますので、必要な人は市へ申請をし
てください。（数に限りがあります）てください。（数に限りがあります）

高梁市ウェブサイト高梁市ウェブサイト
　市からの災害情報や、高梁川・成羽川に設　市からの災害情報や、高梁川・成羽川に設
置している河川監視カメラの静止画像などを掲載し置している河川監視カメラの静止画像などを掲載し
ています。ています。

吉備ケーブルテレビ吉備ケーブルテレビ
　災害時には関連ニュースを放送し、市が発信する　災害時には関連ニュースを放送し、市が発信する
災害情報が画面上に表示されます。また、河川監視災害情報が画面上に表示されます。また、河川監視
カメラの映像も随時放送します。カメラの映像も随時放送します。

　

避
難
所
で
は
、
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て

い
る
人
の
受
け
入
れ
も
行
い
ま
す
が
、

ペ
ッ
ト
を
滞
在
さ
せ
る
場
所
を
区
分
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
施
設
の
規
模
や

避
難
者
の
状
況
な
ど
に
よ
り
滞
在
場
所

が
屋
外
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
避
難
所
ス
タ
ッ
フ
や
施
設
管
理
者

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
避
難
所

で
は
、
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て
ペ
ッ

ト
の
世
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
用
非
常
持
ち
出
し
品　

水
、

ペ
ッ
ト
用
非
常
食（
水
や
食
事
な
ど
は

少
な
く
と
も
５
日
分
。
で
き
れ
ば
７

日
分
以
上
）、
療
法
食
や
薬
、
ペ
ッ
ト

用
食
器
、
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
ク
や
ケ
ー

ジ
、
予
備
の
首
輪
や
リ
ー
ド
、
ペ
ッ
ト

シ
ー
ツ
、
ト
イ
レ
用
品
、
タ
オ
ル
や
ブ

ラ
シ
、
ウ
エ
ッ
ト
タ
オ
ル
や
清
浄
綿
、

ペ
ッ
ト
用
除
菌
消
臭
ス
プ
レ
ー
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
、
お
気
に
入
り
の
お
も
ち
ゃ

な
ど
に
お
い
が
つ
い
た
物
、
洗
濯
ネ
ッ

ト（
猫
の
場
合
の
屋
外
診
療
な
ど
に
有

用
）な
ど

ペ
ッ
ト
の
避
難
に
つ
い
て

高梁市の市外局番は「0866」です3 Ｒ5 (2023) ５月



子育てするなら高梁市子育てするなら高梁市
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

で
、
パ
パ
・
マ
マ
を
全
力

で
、
パ
パ
・
マ
マ
を
全
力

で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
高
梁
市
は
、
県
内
の
市
町
村
で

　
高
梁
市
は
、
県
内
の
市
町
村
で

最
も
早
く
、
令
和
４
年
９
月
に
ベ

最
も
早
く
、
令
和
４
年
９
月
に
ベ

ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
へ
の
参
画

ビ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
運
動
へ
の
参
画

を
発
表
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
だ
け

を
発
表
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
だ
け

で
な
く
市
外
の
人
に
も
「
子
育
て

で
な
く
市
外
の
人
に
も
「
子
育
て

す
る
な
ら
高
梁
市
」
と
感
じ
て
い

す
る
な
ら
高
梁
市
」
と
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
施
策
を
展
開
し

た
だ
け
る
よ
う
な
施
策
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　
妊
娠
届
け
出
時
か
ら
子
育
て
中

　
妊
娠
届
け
出
時
か
ら
子
育
て
中

に
、
各
地
域
の
担
当
保
健
師
が
子

に
、
各
地
域
の
担
当
保
健
師
が
子

ど
も
一
人
一
人
の
成
長
に
合
わ
せ

ど
も
一
人
一
人
の
成
長
に
合
わ
せ

て
切
れ
目
な
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
伴

て
切
れ
目
な
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
伴

走
型
相
談
支
援
や
、
産
前
産
後
に

走
型
相
談
支
援
や
、
産
前
産
後
に

安
心
し
て
相
談
な
ど
が
で
き
る
医

安
心
し
て
相
談
な
ど
が
で
き
る
医

療
機
関
の
拡
大
な
ど
、
支
援
の
充

療
機
関
の
拡
大
な
ど
、
支
援
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら

　
こ
こ
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら

新
た
に
始
ま
る
支
援
や
、
拡
大
・

新
た
に
始
ま
る
支
援
や
、
拡
大
・

充
実
さ
れ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

充
実
さ
れ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

保
育
園
・
こ
ど
も
園
で
使
用
す
る

紙
お
む
つ
を
支
援

内
容　
市
内
の
保
育
園
、
こ
ど
も
園
に
通
う
０
～
２
歳

児
ク
ラ
ス
の
園
児
に
必
要
な
紙
お
む
つ
を
各
園
で
購
入

準
備
す
る
こ
と
で
、
紙
お
む
つ
の
事
前
購
入
や
名
前
書

き
の
手
間
な
ど
の
保
護
者
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

　
忙
し
い
登
園
準
備
が
少
し
で
も
楽
に
な
る
こ
と
で
子

ど
も
と
触
れ
合
う
時
間
を
増
や
し
、
子
育
て
中
の
パ

パ
・
マ
マ
を
応
援
し
ま
す
。

実
施
時
期　
令
和
５
年
６
月
か
ら

対
象　
　
高
梁
市
内
の
保
育
園
、
こ
ど
も
園
、
認
可
外

保
育
所
に
通
う
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ク
ラ
ス
の
園
児

そ
の
他　
未
就
園
児
や
市
外
の
保
育
所
な
ど
へ
通
う
園

児
に
つ
い
て
は
、
在
宅
保
育
な
ど
の
期
間
に
応
じ
た
支

援
補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

問
こ
ど
も
教
育
課
☎
21
‐
０
２
６
４

／
各
園

新
規

子
育
て
応
援
チ
ケ
ッ
ト

　
子
育
て
中
の
保
護
者
へ
、
市
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
６
種
類
を
無
料
や
安
価
で
お
試
し
利
用
で
き
る
子
育

て
応
援
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
、
子
育
て
の
負
担
を
軽
減

し
ま
す
。

対
象　
①
市
に
住
民
票
が
あ
る
子
ど
も（
０
～
２
歳
と

令
和
５
年
度
中
に
３
歳
に
な
る
人
）の
保
護
者
な
ど

②
出
生
後
に
高
梁
市
へ
転
入
し
た
子
ど
も
の
保
護
者
な

ど対
象
と
す
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

①
産
前
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
１
回
分

②
産
後
マ
マ
安
心
ケ
ア
…
宿
泊
型
・
日
帰
り
型
ケ
ア
１

回
５
０
０
０
円
分（
５
０
０
０
円
を
超
え
る
場
合
は
自

己
負
担
）お
よ
び
母
乳
・
育
児
相
談
１
回
分（
医
療
機
関

を
拡
大
）

③
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
援
助
活
動
１
日
分

④
病
後
児
保
育
１
日
分

⑤
一
時
預
か
り（
１
歳
６
カ
月
児
以
上
・
一
般
型
）１
日

分⑥
１
歳
６
カ
月
健
診
後
に
受
け
る
市
内
歯
科
保
健
指
導

と
フ
ッ
素
塗
布
１
回
分（
市
と
契
約
し
て
い
る
高
梁
歯

科
医
師
会
の
医
療
機
関
）

配
布
時
期　
５
月
下
旬
に
配
布
開
始

配
布
方
法　

令
和
２
年
４
月
～
チ
ケ
ッ
ト
配
布
開
始
ま
で
に
出
生
し

た
子
ど
も
の
場
合
…
保
護
者
の
自
宅
へ
交
付
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
を
希
望
す
る
人
は
交
付
申
請

書
を
記
入
の
上
、
こ
ど
も
未
来
課
、
ま
た
は
各
地
域
局

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

出
生
の
場
合
…
出
生
届
の
提
出
後
に
こ
ど
も
未
来
課
、

ま
た
は
各
地
域
局
の
窓
口
で
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
ま
す
。

転
入
の
場
合
…
転
入
手
続
き
後
に
こ
ど
も
未
来
課
、
ま

た
は
各
地
域
局
の
窓
口
で
チ
ケ
ッ
ト
を
交
付
し
ま
す
。

使
用
期
限　
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
年
齢
、
ま
た

は
３
歳
に
な
る
年
度
末
ま
で
の
い
ず
れ
か
早
い
方
。

※
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
課
☎
21
‐
２
６
６
６

新
規

市公式ユーチューブ

4Ｒ5 (2023) ５月



子育てするなら高梁市

出
産
・
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト

　
妊
娠
中
の
健
診
の
た
め
の
交
通
費
や
産
前
産
後
の
用

品
購
入
の
負
担
を
減
ら
し
、
育
児
に
関
す
る
不
安
を
や

わ
ら
げ
る
た
め
に
妊
娠
時
・
出
産
後
の
お
母
さ
ん
に
寄

り
添
っ
た
伴
走
型
相
談
支
援
を
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
出
産
・
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
と
し
て
、
最
大

15
万
円
相
当
を
支
給
し
ま
す
。

対
象　
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
妊
娠
の
届
け
出
を

し
た
妊
婦
、
出
生
の
届
け
出
を
し
た
子
ど
も
の
保
護
者

実
施
時
期　
準
備
が
で
き
次
第
、
個
別
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
健
康
づ
く
り
課
☎
21
‐
０
２
６
７

一
時
預
か
り
事
業（
一
般
型
）

　

日
常
生
活
の
突
発
的
な
事
情
や
社
会
参
加
な
ど
に

よ
っ
て
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
と
な
っ
た
と
き
、
一
時

的
に
保
育
士
や
保
育
補
助
員
な
ど
が
乳
幼
児
か
ら
就
学

前
ま
で
の
子
ど
も
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
対
象
を
「
乳
幼
児
か
ら
就
学
前
ま

で
」
と
し
、
市
内
で
は
月
齢
８
カ
月
の
子
ど
も
か
ら
預

け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

※
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

利
用
対
象　
８
カ
月
児
～
就
学
前
の
子
ど
も

施
設　
一
時
保
育
事
業
「
い
ろ
い
ろ
」（
伊
賀
町
８ 

吉

備
国
際
大
学
内 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｃカ

ラ

ー

ｏ
ｌ
ｏ
ｒ
）

定
員　
５
人（
先
着
順
）

利
用
料
金　
１
時
間
あ
た
り
３
５
０
円

※
令
和
５
年
度
か
ら
生
活
保
護
世
帯
な
ど
を
対
象
に
利

用
者
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｃ
ｏ
ｌ
ｏ
ｒ
☎
56
‐
３
９
４
６
／
こ
ど

も
未
来
課
☎
21
‐
２
６
６
６

パ
パ
・
マ
マ
・
子
育
て
応
援
企
業

　
雇
用
す
る
従
業
員
の
子
育
て
お
よ
び
地
域
に
お
け
る

子
育
て
を
応
援
す
る
企
業
な
ど
を
パ
パ
・
マ
マ
・
子
育

て
応
援
企
業
と
し
て
登
録
し
、
市
内
外
に
広
く
紹
介
す

る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
な
ど
の
子
育
て
支
援
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
パ
パ
・
マ
マ
・
子
育
て
応
援
企
業
が
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修
会
や
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
な
ど
、
子
育
て
を
応
援
す
る
取
り
組
み
を

行
う
場
合
に
奨
励
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。（
１
回
に

つ
き
10
万
円
、
１
事
業
主
当
た
り
10
回
ま
で
）

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
、「
産
後
パ
パ
育
休
」（
出

生
時
育
児
休
業
）を
５
日
以
上
取
得
し
た
場
合
も
奨
励

金
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

問
こ
ど
も
未
来
課
☎
21
‐
２
６
６
６

拡
充

拡
充

産
前
産
後
ヘ
ル
パ
ー

　
産
前
産
後
、
核
家
族
な
ど
で
周
り
に
支
援
者
が
い
な

い
人
を
対
象
に
、
家
事
や
育
児
の
支
援
を
す
る
産
前
産

後
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

※
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

利
用
対
象　
母
子
手
帳
交
付
後
か
ら
出
産
後
１
年
以
内

（
上
限
20
回
）の
保
護
者

利
用
時
間　
月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
の
間
の
４
時
間
以
内（
祝
休
日
、
年
末
年
始
を
除

く
）

利
用
料
金　
１
時
間
５
０
０
円

問
こ
ど
も
未
来
課
☎
21
‐
２
６
６
６

拡
充

新
規

5 Ｒ5 (2023) ５月 高梁市の市外局番は「0866」です



功績をたたえます

　

昭
和
35
年
に
中
学
校
教
諭
と
な
り
、

理
科
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
む
中
、
所

属
中
学
校
で
は
科
学
部
の
指
導
に
当
た

り
、
科
学
研
究
発
表
会
に
お
け
る
特
賞

な
ど
の
受
賞
に
導
か
れ
ま
し
た
。
平
成

３
年
に
校
長
と
し
て
福
地
小
学
校
に
赴

任
さ
れ
、
児
童
数
40
人
前
後
の
小
規
模

校
の
利
点
を
生
か
し
、
個
に
即
し
た
指

導
で
基
礎
学
力
と
体
力
の
充
実
を
図

り
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
児
童
の

育
成
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
永
年
に

わ
た
り
教
育
の
研
究
・
充
実
に
努
め
ら

れ
ま
し
た
。

問
こ
ど
も
教
育
課
☎
21
‐
１
５
０
８

瑞
宝
双
光
章

高
齢
者
叙
勲

高
齢
者
叙
勲

長長
おさおさ

舩舩
ふねふね

格格
いたるいたる

さんさん
（横町）（横町）

国
道
３
１
３
号
通
行
規
制
の
お
知
ら
せ

　
増
水
時
の
防
災
施
設
「
陸
こ
う
」
を
適
切
に
操
作
し
良
好
な
状
態
に
保
つ
た
め
、

国
道
３
１
３
号
の
一
部
区
間
で
通
行
規
制
を
行
い
、
点
検
・
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
防
災
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
６
月
３
日（
土
）午
後
８
時
～
11
時（
雨
天
決
行
）

※
台
風
な
ど
の
異
常
気
象
の
場
合
は
６
月
10
日（
土
）に
順
延
し
ま
す
。

規
制
箇
所
・
内
容　
地
図
の
と
お
り
・
全
面
通
行
止
め

作
業
内
容　
陸
こ
う
の
開
閉
確
認
点
検
お
よ
び
操
作
訓
練

問
岡
山
県
備
中
県
民
局 

高
梁
地
域
管
理
課
☎
21
‐
２
８
５
４

　平素より岡山県の道路行政の推進につきまして、ご理解とご協力を賜り誠にありが

とうございます。

　このたび、下記のとおり陸閘を適切に操作及び良好な状態に保つため、下記日程

で開閉確認点検及び操作訓練を行います。

　関係者の皆様には、ご迷惑をお掛けしますが、何卒、ご協力をお願いします。

日 時 令和５年６月３日（土）　２０：００～２３：００（雨天決行）

（台風等の異常気象の場合は６月１０日（土）に順延)

規制内容 全面通行止め

作業内容 陸閘の開閉確認点検及び操作訓練

令和5年4月14日

陸閘
りっこう

の点検
てんけん

および訓練
くんれん

について、次のとおり通行規制となります。

記

ゆめタウン

落合橋

玉川橋

市道 玉川落合線

あいあい橋

通行規制

迂回路

備中広瀬駅

国道３１３号

国道１８０号

国道４８４号

ローソン

タイガーマシン製作所

岡山県から 国道３１３号 通行規制 のお知らせ

国道313号

高梁市落合町近似 地内

ご理解、ご協力をよろしくお願いします。

陸陸ここうう

大
雨
に
備
え
て
農
業
用
水
路

を
管
理
し
ま
し
ょ
う

　
梅
雨
の
時
期
に
入
る
と
、
大
雨
が
降

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
近
年
の
大
雨
で

は
農
業
用
水
路
か
ら
水
が
溢
れ
、
近
隣

に
被
害
が
生
じ
る
事
例
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
水
路
の
管
理
者
に
は
、
定
期
的
な
水

路
の
点
検
、
清
掃
な
ど
を
実
施
し
て
い

た
だ
き
、
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

は
事
前
に
堰せ
き

板い
た

を
外
す
な
ど
の
適
正
な

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
降
雨

時
の
水
路
は
流
れ
が
強
く
、
足
を
取
ら

れ
る
と
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
増
水
時
は
水
路
に
近
づ

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
農
林
課
☎
21
‐
０
２
２
２

建
築
物
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊

か
ら
地
域
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

近
年
発
生
し
た
大
規
模
な
地
震
で

は
、
古
い
耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
建

築
物
や
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
倒

壊
に
よ
り
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
建
築
物
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

倒
壊
は
、
人
や
物
に
被
害
が
及
ぶ
だ
け

6Ｒ5 (2023) ５月

短
歌
短
歌  　
　
　
　

名
も
知
ら
ぬ

名
も
知
ら
ぬ  

人
と
人
と
親親し
た
し
た

し
く
し
く  

語語か
た
か
た

り
合
い

り
合
い  

ゆ
う
ゆ
う
村
に

ゆ
う
ゆ
う
村
に  

一一ひ
と
ひ

ひ
と
ひ日日
く
つ
ろ
ぐ　
　

く
つ
ろ
ぐ　
　

小小おお

野野のの

は
る
は
る
恵恵ええ

さ
ん（
原
田
南
町
）

さ
ん（
原
田
南
町
）



お知らせ

スマートウォッチを活用した生活習慣病予防の取り組み
～ 働き盛りの人の健康づくりを支援します ～

何をする？
　７月から３～６カ月間に貸出しする、米アップル
社の「アップルウォッチ」を常時装着し、計測した
データとメッセージアプリ「LINE」を通じて、保健
師・栄養士・運動指導者などからのアドバイスを参
考に生活習慣の改善に取り組みます。
　自身の健康状態や身体について知ることで、生活
習慣の改善に役立ちます。
費用
　無料

（iPhone などの通信費用は自己負担）
募集人数
　10 人（先着順）
募集期間
　６月１日（木）～　※特定健診受診後
※申し込み方法など詳しくは市ウェブサイトをご覧く
ださい。なお、申込時に令和５年度の特定
健康診査の結果表を提出してください。
問健康づくり課☎ 21-0267

過去の体験者の感想過去の体験者の感想

装着可能な方を募集します！
　実践期間中、スマートウォッチ・血圧計・体組成
計・腹囲メジャーをお貸しします。
対象者
○米アップル社のスマートフォン「i

アイフォーン
Phone」を所有・

使用している 40 ～ 60 歳代の市内在住者
○令和５年度の特定健康診査の結果と所有・使用している
iPhone のヘルスケアデータを市が活用することに了承できる人
○実践中に事務局と L

ラ イ ン
INE アプリを使ってやりとりが

可能な人
○腹囲・血圧・空腹時血糖・中性脂肪の数値のいず
れかに改善が必要な人（高血圧・高脂血症・糖尿病
などの基礎疾患を有する人は除きます。詳しくは市
ウェブサイトを参照）
iPhone やアップルウォッチでできること
　iPhone やアップルウォッチを毎日携帯・着用し、
対応した測定機器で測定することで、歩数や心拍数、
体重、血圧など日々のデータが自動的に iPhone に
記録されます。また、設定すれば家族や友人など、
iPhone を持つ人同士で情報の共有が可能です。

　　日々のデータが記録され、視覚的に日々のデータが記録され、視覚的に
確認できるので、健康づくりを意識し確認できるので、健康づくりを意識し
た生活習慣となりました。また、保健た生活習慣となりました。また、保健
師などから師などから LINELINE で助言をもらうことで助言をもらうこと
でモチベーションの維持につながりまでモチベーションの維持につながりま
した。した。

　iPhone でのデータの共有と　iPhone でのデータの共有と LINELINE でで
の助言はとても便利でした。自分の周の助言はとても便利でした。自分の周
囲で農業をされている人の健康管理と囲で農業をされている人の健康管理と
して浸透したら良いなと思いました。して浸透したら良いなと思いました。 松松

まつまつ

村村
むらむら

信信
しんしん

一一
いちいち

朗朗
ろうろう

さんさん
（成羽町布寄）（成羽町布寄）

加加
かか

藤藤
とうとう

貴貴
たかたか

之之
ゆきゆき

さんさん
（落合町近似）（落合町近似）

で
な
く
、
避
難
や
救
助
活
動
の
妨
げ
と

な
り
被
害
を
拡
大
さ
せ
る
要
因
の
一
つ

に
も
な
り
ま
す
。

　
市
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
耐
震
診
断
や
木
造
住
宅

の
耐
震
改
修
や
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
の
撤
去
に
つ
い
て
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
都
市
整
備
課

☎
21
‐
０
２
３
７

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
の
撤
去

工
事（
川
上
・
備
中
地
域
）

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
の
更
新
に
伴

い
、
川
上
・
備
中
地
域
で
不
要
と
な
っ

た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
の
撤
去
を
行
い

ま
す
。
工
事
期
間
中
は
作
業
車
両
の
通

行
な
ど
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間　
６
月
～
令
和
６
年
３
月

工
事
請
負
会
社　

株
式
会
社
中
電
工　

高
梁
営
業
所

問
デ
ジ
タ
ル
・
未
来
戦
略
課
☎
21
‐

０
０
０
７

高梁市の市外局番は「0866」です7 Ｒ5 (2023) ５月

短
歌
短
歌  　
　

ま
な
び

　
　

ま
な
び
舎舎やや

のの  

棟棟む
ね
む
ね
つ
ど

む
ね
む
ね
つ
ど

々
集
々
集
うう  

宇宇う
じ
ご
う

う
じ
ご
う

治
郷
治
郷
はは  

我我わわ

がが
青青
せ
い
し
ゅ
ん

せ
い
し
ゅ
ん春春
のの  

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル　
　

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル　
　

大大だ
い
だ
い

福福ふ
く
ふ
く

蔦蔦つ
た
つ
た

枝枝ええ

さ
ん（
成
羽
町
長
地
）

さ
ん（
成
羽
町
長
地
）



オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
特
定

外
来
生
物
で
す

　
市
内
の
多
く
の
場
所
で
見
か
け
る
オ

オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
特
定
外
来
生
物

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
栽
培
、
保
管
、

運
搬
、
販
売
、
譲
渡
な
ど
が
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
の
植
物
の
生
育

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
自
宅

の
庭
な
ど
に
生
え
て
い
る
の
を
見
か
け

た
場
合
は
駆
除
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　
駆
除
す
る
と
き
は
、
根
か
ら
引
き
抜

い
た
も
の
を
天
日
で
２
～
３
日
乾
燥

し
、
枯こ

し死
さ
せ
る
こ
と
が
効
果
的
で

す
。
駆
除
し
た
あ
と
は
燃
や
せ
る
ご
み

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課

☎
21
‐
０
２
５
９

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進

　
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
燃
料
消
費
量

や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
減
ら
し
、
温
暖
化

防
止
に
つ
な
げ
る
「
運
転
技
術
や
心
が

け
」
で
す
。
燃
費
の
把
握
、
加
減
速
の

少
な
い
運
転
、
無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ

を
し
な
い
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
運
転

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
電
気
自

動
車
等
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動

車
の
購
入
を
検
討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ア
ー
ス
キ
ー
パ
ー
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

　
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
、
地
球
に

や
さ
し
い
生
活
に
取
り
組
む
人
た
ち

を
、
地
球（
ア
ー
ス
）を
守
る
人（
キ
ー

パ
ー
）と
し
て
会
員
登
録
す
る
制
度
で

す
。
詳
し
く
は
岡
山
県
地
球
温
暖
化
防

止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
６
‐

２
９
８
‐
１
２
３
９
）へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
☎
21
‐
０
２
５
９

環
境
月
間
・
環
境
の
日

　

環
境
基
本
法
は
、
６
月
５
日
を
「
環

境
の
日
」、
６
月
を
「
環
境
月
間
」
と

定
め
、
環
境
保
全
の
重
要
性
を
認
識

し
、
行
動
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
身
近
に
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

ク
ー
ル
ビ
ズ（
５
月
～
10
月
）

　
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化

炭
素（
Ｃシ
ー
オ
ー
ツ
ー

Ｏ
２
）を
削
減
す
る
た
め
に
、

冷
房
の
設
定
を
28
度
に
す
る
よ
う
努
め

ま
し
ょ
う
。
そ
の
日
の
気
候
や
体
調
に

合
わ
せ
て
無
理
の
な
い
範
囲
で
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
で
き
る
節
電

　

照
明
の
点
灯
時
間
を
短
く
し
た
り
、

こ
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
な
ど
の
節

電
が
、
安
定
し
た
電
力
供
給
や
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

家
庭
で
で
き
る
ご
み
の
減
量
化

生
ご
み
は
水
切
り
を
し
ま
し
ょ
う

　
生
ご
み
の
約
80
％
は
水
分
で
す
。
水

切
り
を
す
る
こ
と
で
、
重
量
の
約
10
％

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
水
切
り

を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
の
減

量
と
悪
臭
対
策
が
一
度
に
で
き
ま
す
。

必
要
な
食
品
の
み
を
買
い
ま
し
ょ
う

　
買
い
物
へ
行
く
前
に
冷
蔵
庫
や
食
品

庫
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
必
要
な
も
の
を
確

認
す
れ
ば
、
余
計
な
も
の
を
買
う
こ
と

な
く
節
約
に
な
り
、
ま
た
、
生
ご
み
の

削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

オオキンケイギクオオキンケイギク

電
気
自
動
車
等
導
入
促
進
補

助
金

　
低
炭
素
化
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止

に
寄
与
す
る
電
気
自
動
車
お
よ
び
充
電

設
備
な
ど
の
導
入
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

電
気
自
動
車
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車

対
象
者　
１
年
以
上
前
か
ら
継
続
し
て

市
に
住
所
を
有
す
る
個
人
・
法
人

補
助
額　
車
体
本
体
価
格
の
10
分
の
１

（
上
限
10
万
円
）

充
電
設
備（
普
通
充
電
設
備
・
充
電
用
コ

ン
セ
ン
ト
・
充
電
用
コ
ン
セ
ン
ト
ス
タ

ン
ド
）お
よ
び
充
放
電
設
備（
Ｖ
２
Ｈ
）

対
象
者　
市
に
住
所
を
有
し
、
自
ら
居

住
す
る
戸
建
住
宅
に
、
自
己
の
所
有
す

る
充
電
設
備
等
を
設
置
し
た
個
人（
た

だ
し
、
電
気
自
動
車
等
を
所
有
ま
た
は

購
入
契
約
し
て
い
る
こ
と
） 

補
助
額　
本
体
購
入
費
・
設
置
工
事
費

の
２
分
の
１（
上
限
５
万
円
）

　
詳
し
い
補
助
対
象
要
件
や
申
請
方
法

な
ど
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
環
境
課
☎
21
‐
０
２
５
９

8Ｒ5 (2023) ５月

短
歌
短
歌  　
　
　
　

葉葉はは

か
げ
よ
り

か
げ
よ
り  

そ
っ
と

そ
っ
と
顔顔か
お
だ

か
お
だ出出
すす  

ア
ネ
モ
ネ
の

ア
ネ
モ
ネ
の  

今今き
ょ
う

き
ょ
う日日
はは
一一い
ち
り
ん

い
ち
り
ん輪輪  

明明あ

す

あ

す日日
は
な
ん

は
な
ん
輪輪り
ん
り
ん

？？  　
　
　
　

新新し
ん
く
ら

し
ん
く
ら倉倉
ヨ
シ
コ

ヨ
シ
コ
さ
ん（
成
羽
町

さ
ん（
成
羽
町
布
寄
布
寄
））



お知らせ

下水道の使用料金について 問上下水道課☎ 21- 0244

　下水道を使用したときは、排出した汚水の量に応
じて「下水道使用料」の納付が必要です。下水道使
用料は、処理場や汚水管などの施設の維持管理費と
して使われています。
　なお、排出した汚水の量が０㎥であっても基本料
金がかかります。特別な理由で長期間空き家となる
場合は、中止の手続きをしてください。

下水道使用料の認定方法
使用方法 区分

上水道のみ使用している場合 上水道の使用水量を下水道の使用水量とします
井戸水のみ使用している場合 世帯員３人まで１人につき７㎥、４人目から１人につき３㎥

上水道と井戸水を併用している場合 世帯員３人まで１人につき４㎥、４人目から１人につき２㎥を上水道の使用水量
に加算

井戸水を営業用に使用している場合 使用の状態に応じて決定

下水道使用料の算定方法
区分 金額

一般汚水 基本料金 基本水量８㎥まで 1,067 円
超過料金（１㎥につき） ８㎥を超えるもの 176 円

※ 基本料金と超過料金の合計額に 10 円未満の端数があるときは切り捨てます。また、金額には消費税が含ま
れています。

使用料金の支払い方法
　市から送付する納入通知書により、上下水道課、
各地域局、各地域市民センター、指定の金融機関、
コンビニエンスストア、スマートフォンアプリで納
められるほか、口座振替でも支払いができます。

※井戸水を使用している場合、世帯の人数に変更が生じたら届け出が必要です。

マイナンバーカード受け取り時間外窓口マイナンバーカード受け取り時間外窓口

　日時が変更になる場合がありますので、　日時が変更になる場合がありますので、
市ウェブサイトをご覧いただくか、お問い市ウェブサイトをご覧いただくか、お問い
合わせください。合わせください。
問問市民課☎21-0253市民課☎21-0253

　　休日の時間外にマイナンバーカードの受け取りができ休日の時間外にマイナンバーカードの受け取りができ
る窓口を市役所１階市民課に開設しています。る窓口を市役所１階市民課に開設しています。
今後の開設日時今後の開設日時
６月４日（日） 午前９時～正午６月４日（日） 午前９時～正午

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

　
国
民
年
金
は
日
本
に
住
む
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
全
て
の
人
が
加
入
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
加
入
者
は
職
業
な
ど

に
よ
っ
て
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
手
続
き
が
異

な
り
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
…
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
農
業
者
、
自
営
業
者
、
学
生
、
フ

リ
ー
タ
ー
、
無
職
の
人
な
ど
で
す
。
加

入
手
続
き
は
、
ご
自
身
で
住
民
票
の
あ

る
市
区
役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金

担
当
窓
口
で
行
い
ま
す
。

第
２
号
被
保
険
者
…
会
社
員
や
公
務
員

な
ど
の
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
で
す
。
加
入
手
続
き
は
勤
務
先
が

行
い
ま
す
。

第
３
号
被
保
険
者
…
第
２
号
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
て
、
年
収
１
３
０
万

円
未
満
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
配
偶

者
で
す
。
加
入
手
続
き
は
第
２
号
被
保

険
者
の
勤
務
先
を
経
由
し
て
行
い
ま
す
。

※
会
社
を
退
職
し
た
と
き
は
変
更
手
続

き
が
必
要
に
な
る
た
め
、
早
め
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
日
本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
☎
21

‐
０
５
７
０
／
市
民
課
☎
21
‐
０
２
５
２

シ
ー
ガ
ル
ズ 

ス
プ
リ
ン
グ

キ
ャ
ン
プ
in
高
梁

　
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
Ｖ
リ
ー
グ
の
岡

山
シ
ー
ガ
ル
ズ
が
、
今
年
も
高
梁
市
で

ス
プ
リ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
す
。

　
ト
ッ
プ
選
手
の
プ
レ
ー
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公
開
練
習（
高
梁
市
民
体
育
館
）

５
月
27
日（
土
）午
後
２
時
～
４
時

５
月
28
日（
日
）午
前
10
時
～
正
午

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
21
‐
０
４
２
５

高梁市の市外局番は「0866」です9 Ｒ5 (2023) ５月

短
歌
短
歌  　
　

さ
か
さ
ま
に

　
　

さ
か
さ
ま
に  

梢梢こ
ず
え

こ
ず
えに
と
ま
る

に
と
ま
る  

鳥鳥と
り
と
り

た
ち
は

た
ち
は  

椿椿つ
ば
き

つ
ば
きのの
蜜蜜み
つ
み
つ

をを  

求求も
と
も
と

めめ
飛飛とと

びび
交交かか

うう　
　
　
　

那那なな

須須すす

閑閑し
ず
し
ず

子子ここ

さ
ん（
成
羽
町

さ
ん（
成
羽
町
小
泉
小
泉
））



情報公開制度実施状況 問総務課☎ 21-0209
　「情報公開制度」は、公正で開かれた市政を実現するために市
民の皆さんからの開示請求に基づき、市が保管している情報を公
開するものです。令和４年度の実績は下表のとおりです。

実施機関 請求
件数

処理状況 異議
申立開示 部分開示 不開示 却下 拒否 取り下げ

市長 60 31 14 ４ ２ ６ ２ ２
計 60 31 14 ４ ２ ６ ２ ２

引き上げ時期 定年

現行 60 歳

令和５～６年度 61 歳

令和７～８年度 62 歳

令和９～ 10 年度 63 歳

令和 11 ～ 12 年度 64 歳

令和 13 年度～ 65 歳
（完成形）

市
職
員
の
定
年
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す

　
地
方
公
務
員
法
お
よ
び
高
梁
市
条
例

の
改
正
に
伴
い
、
市
職
員
の
定
年
が
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
制

度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

①
定
年
の
引
き
上
げ　
60
歳
と
し
て
い

た
職
員
の
定
年
年
齢
を
令
和
５
年
度
か

ら
２
年
ご
と
に
１
歳
ず
つ
段
階
的
に
引

き
上
げ
、
令
和
13
年
度
以
降
は
65
歳
が

定
年
年
齢
と
な
り
ま
す
。

②
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
制
の
導

入　

管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
制

（
役
職
定
年
制
）の
導
入
に
よ
り
、
課
長

補
佐
級
以
上
の
職
員
は
60
歳
に
達
し
た

後
の
最
初
の
４
月
１
日
に
係
長
級
の
職

に
異
動
と
な
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
職
務
の
特
殊
性
や
欠
員
補

充
の
困
難
性
が
あ
る
職
の
場
合
に
は
例

外
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③
給
料
月
額
７
割
措
置
の
導
入　
職
員

が
60
歳
に
達
し
た
後
の
最
初
の
４
月
１

日
以
後
、
職
員
の
給
料
月
額
は
当
分
の

間
、
そ
れ
ま
で
適
用
さ
れ
て
き
た
60
歳

時
点
の
給
料
月
額
に
１
０
０
分
の
70
を

乗
じ
て
得
た
額
と
な
り
ま
す
。

④
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
制
の
導

入　

定
年
の
引
き
上
げ
後
に
お
い
て

は
、
60
歳
以
降
の
職
員
の
多
様
な
働
き

方
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
本
人

の
意
向
を
踏
ま
え
、
短
時
間
勤
務
の
職

で
再
任
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
を

導
入
し
ま
す
。
任
期
は
常
勤
職
員
の
定

年
退
職
日
に
あ
た
る
日
ま
で
と
し
、
勤

務
時
間
や
給
与
な
ど
は
現
行
の
再
任
用

制
度
と
同
様
と
し
ま
す
。

問
総
務
課
☎
21
‐
０
２
０
５

消
防
署
だ
よ
り

４
月
の
火
災
・
救
急
件
数

火
災　
１
件（
前
月
か
ら
５
件
減
）

救
急　
１
３
５
件（
前
月
か
ら
16
件
減
）

問
消
防
本
部
予
防
課
☎
21
‐
０
１
２
１

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

利
用
で
き
る
「
消
防
用
設
備
等
点
検
ア

プ
リ
」
は
、
小
規
模
な
宿
泊
施
設
や
共

同
住
宅
、
飲
食
店
な
ど
の
防
火
対
象
物

の
関
係
者
が
「
消
火
器
」「
特
定
小
規
模

施
設
用
自
動
火
災
報
知
設
備
」「
非
常
警

報
器
具
」「
誘
導
標
識
」
の
点
検
や
報
告

を
簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
ア
プ
リ
で
作
成
さ
れ
た
報
告
書

を
、
消
防
署
な
ど
へ
の
点
検
報
告
の
際

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ア
プ
リ
は
米
ア
ッ
プ
ル
社
や
グ
ー
グ

ル
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
で
き
ま
す
。
消
防
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
す
。

消
防
用
設
備
等
点
検
ア
プ
リ

消
防
用
設
備
等
点
検
ア
プ
リ消防庁

ウェブサイト

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
受

講
者
を
募
集（
入
門
課
程
）

　
手
話
で
自
己
紹
介
や
簡
単
な
会
話
が

で
き
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

期
間　
６
月
16
日
～
11
月
24
日
（
毎
週

金
曜
日
・
全
20
回
）

時
間　
午
後
７
時
～
９
時（
17
回
）、
午

後
７
時
～
９
時
30
分（
３
回
）

場
所　
市
役
所
３
階
会
議
室
な
ど

対
象　
①
市
内
に
在
住
、
通
学
・
通
勤

す
る
人
の
う
ち
初
め
て
手
話
を
学
習
す

る
人　
②
市
内
の
手
話
団
体
会
員

定
員　
20
人

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

申
し
込
み　
６
月
９
日（
金
）ま
で
に
福

祉
課
へ

問
福
祉
課
☎
21
‐
０
２
８
４
F
23
‐

１
４
３
３

10Ｒ5 (2023) ５月

短
歌
短
歌  　
　
　
　

老老ろ
う
ぼ
く

ろ
う
ぼ
く木木
やや  

背背せせ

にに  

小小こ
え
だ
お

こ
え
だ
お

枝
負
枝
負
いい  

柿柿か
き
か
き

若若わ
か
ば

わ
か
ば葉葉　

　
　
　

福福ふ
く
も
と
す
が
え

ふ
く
も
と
す
が
え

本
清
恵

本
清
恵
さ
ん（
川
面
町
）

さ
ん（
川
面
町
）



お知らせ

住宅名 小学校区 戸数 間取り 家賃（円） 単身入居

松山 ( 下谷町 ) 高梁 １ ２ＤＫ（6・4.5） 14,100 ～ 27,800（駐車場 1,500） 〇

頼久寺 ( 頼久寺町 ) 高梁 １ ３ＬＤＫ（2F へ 4.5・6・6） 22,300 ～ 43,800（駐車場 1,500） ×

御前 ( 御前町 ) 高梁 １ ２ＬＤＫ（6・6） 18,600 ～ 36,600（駐車場 1,500） 〇

肉谷 ( 高倉町 ) 津川 １ ３ＬＤＫ（６・6・6） 22,000 ～ 43,200 ×

横見第３( 有漢町有漢 ) 有漢東 １ ３ＤＫ（6・6・6） 19,000 ～ 37,300（共益費 3,360） ○

川南第２( 成羽町下原 ) 成羽 ２ ３ＤＫ（6・6・6） 21,000 ～ 41,300（共益費 3,360） 〇

住宅名 小学校区 戸数 間取り 家賃（円） 単身入居
落合団地（落合町阿部） 落合 ２ ３ＤＫ（6・6・4.5） 34,200( 定額 )（駐車場 2,500） ×

落合団地（落合町阿部） 落合 １ ３ＤＫ（6・6・4.5） 32,400( 定額 )（駐車場 2,500） ×

市営単独住宅

市営住宅

市営住宅・市営単独住宅などの入居者募集
市営住宅・市営単独住宅などの入居者を募集します。
受付期間　５月 22 日（月）～６月２日（金）　
入居者抽選会（市営住宅を除く）　６月 23 日（金）午後４時から　場所　市役所３階大会議室２
※この他にも、先着順で受け付けをしている空き住宅がありますので、詳しくはお問い合わせください。

入居者資格　①政令月収が 10 万 4 千円超である　②市町村税を滞納していない　
③暴力団員でない　④市営住宅などの家賃および割増賃料を滞納していない
※入居に際し、連帯保証人が 1 人必要です。

入居者資格　①所得要件に該当する　②現在住宅に困っている　③市町村税を滞納していない　
④暴力団員でない　※入居に際し、連帯保証人が 1 人必要です。

問都市整備課☎ 21-0237

市営地域住宅 入居者資格　①現在住宅に困っている　②新たに田舎暮らしを志向する人、または新たに
当該地域で就農か起業する人　③市町村税を滞納していない　④暴力団員でない　⑤市営
住宅などの家賃および割増賃料を滞納していない　
※入居に際し、連帯保証人が 1 人必要です。

住宅名 小学校区 戸数 間取り 家賃（円）

上谷未来（上谷町） 高梁 １ ３ＬＤＫ
（6、2F へ 6・6） 62,000( 定額 )

地域優良賃貸住宅 入居者資格　① 18 歳未満の扶養親族がいる　②政令月収が 15 万８千円以上 48
万７千円以下である（40 歳未満の人は 12 万３千円以上 48 万７千円以下）　③市町
村税を滞納していない　④暴力団員でない　⑤市営住宅などの家賃および割増賃料
を滞納していないなど　※入居に際し、連帯保証人が１人必要です。

住宅名 小学校区 戸数 間取り 家賃（円） 単身入居

市場第１（有漢町有漢） 有漢東 ２ ３ＤＫ
（6、2F へ 6・6） 30,900( 定額 ) 〇

横見第１（有漢町有漢） 有漢東 ２ ３ＤＫ
（6、2F へ 6・6） 35,000( 定額 ) 〇

横見第２（有漢町有漢） 有漢東 ２ ３ＤＫ
（6、2F へ 6・6） 35,000( 定額 ) 〇

高梁市の市外局番は「0866」です11 Ｒ5 (2023) ５月

短
歌
短
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ゆ
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ふ
ゆ
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せ
た
せ
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て
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て
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と
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し
む
し
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空空そ
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そ
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お
く
ぼ
ゆ
う
こ

お
お
く
ぼ
ゆ
う
こ

久
保
裕
子

久
保
裕
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さ
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下
谷
町
）

さ
ん（
下
谷
町
）



令
和
５
年
度 

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

　
食
費
の
物
価
高
騰
な
ど
に
直
面
す
る

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
特
別

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

給
付
金
の
種
類　

①
令
和
５
年
３
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
し
て
い
る
人
な
ど
「
ひ
と
り
親

世
帯
」
へ
の
給
付
金

②
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
子
育
て
世

帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金（
そ
の
他
世

帯
分
）を
受
給
し
た
人
な
ど
「
そ
の
他

世
帯
」
へ
の
給
付
金

※
①
と
②
の
給
付
金
は
重
複
し
て
受
給

で
き
ま
せ
ん
。

給
付
額　
児
童
１
人
当
た
り
５
万
円

給
付
対
象
・
時
期　

①
児
童
扶
養
手
当
受
給
者（
低
所
得
の

ひ
と
り
親
世
帯
）

申
請
が
不
要
の
人　
令
和
５
年
３
月
分

の
児
童
扶
養
手
当
支
給
を
受
け
て
い
る

人
…
令
和
５
年
５
月
下
旬
に
支
給

申
請
が
必
要
な
人　

㋐
公
的
年
金
の
受
給
な
ど
に
よ
り
令
和

５
年
３
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
な
い
人

㋑
家
計
急
変
に
よ
り
直
近
の
収
入
が
減

少
し
た
世
帯
な
ど

②
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
子
育
て
世

帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金（
そ
の
他
世

帯
分
）の
支
給
対
象
者

申
請
が
不
要
の
人　
令
和
４
年
度
に
実

施
し
た
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金（
そ
の
他
世
帯
分
）の
支
給
を
受
け

た
人
…
５
月
末
に
支
給

申
請
が
必
要
な
人　
家
計
急
変
に
よ
り

直
近
の
収
入
が
減
少
し
た
世
帯
な
ど
で

令
和
５
年
３
月
31
日
時
点
で
18
歳
未

満
の
児
童（
障
害
児
の
場
合
は
20
歳
未

満
）を
養
育
し
て
お
り
、
令
和
５
年
１

月
か
ら
令
和
６
年
２
月
中
に
収
入
が
減

少
し
、
住
民
税
非
課
税
相
当
の
収
入
と

な
っ
た
人

申
請
方
法　

①
・
②
の
申
請
が
必
要
な
人

令
和
５
年
６
月
中
に
申
請
受
け
付
け
開

始
　
必
要
事
項
を
記
入
し
た
申
請
書
に
次

の
書
類
を
添
え
て
、
こ
ど
も
未
来
課
、

各
地
域
局
、
ま
た
は
各
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
請
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

添
付
書
類

○
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し

○
受
取
口
座
を
確
認
で
き
る
通
帳
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し 

○
簡
易
な
収
入（
所
得
）見
込
額
の
申
立

書※
対
象
者
に
よ
り
添
付
書
類
が
異
な
り

ま
す
。

※
令
和
５
年
６
月
以
降
に
児
童
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
新
規
認
定
を
受

け
た
人
や
、
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降

に
転
入
し
た
人
な
ど
は
申
請
手
続
き
に

つ
い
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
令
和
６
年
２
月
29
日

※
２
月
生
ま
れ
の
新
生
児
に
つ
い
て
は

３
月
15
日
ま
で
、
３
月
生
ま
れ
の
新
生

児
に
つ
い
て
は
４
月
15
日
ま
で

問
こ
ど
も
未
来
課
☎
21
‐
０
２
８
８

児
童
手
当
制
度
の
「
現
況
届
」

に
つ
い
て

　
令
和
4
年
６
月
に
児
童
手
当
法
が
一

部
改
正
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
児
童
手
当
の

給
付
に
必
要
だ
っ
た
「
現
況
届
」
は
原

わ
く
わ
く
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ

21
を
開
催
し
ま
す

　
子
ど
も
た
ち
が
工
作
な
ど
の
体
験
が

で
き
る「
つ
く
る
」「
あ
そ
ぶ
」「
た
べ
る
」

「
み
る
き
く
」
の
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
子
ど
も
た
ち
な
ど
に

よ
る
歌
や
ダ
ン
ス
の
発
表
が
行
わ
れ
ま

す
。
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
多

数
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
17
日（
土
）　
午
前
10
時
～

午
後
２
時
30
分

場
所　
栄
町
商
店
街（
歩
行
者
天
国
）

入
場
料　
無
料

問
こ
ど
も
未
来
課
☎
21
‐
２
６
６
６

則
提
出
不
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
過
年
度
分
の
未
提
出
の
現

況
届
が
あ
る
場
合
、
当
該
年
度
分
の
現

況
届
は
引
き
続
き
提
出
が
必
要
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
児
童
手
当
の
制
度
変
更
に
つ

い
て
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
課
☎
21
‐
０
２
８
８

12Ｒ5 (2023) ５月

短
歌
短
歌  　
　
　
　

春春は
る
は
る

う
ら
ら

う
ら
ら  

神神し
ん
し
ゅ

し
ん
し
ゅ酒酒
供供そ
な
そ
な

え
て
え
て  

無無ぶぶ

事事じじ

祈祈い
の
い
の

るる  

ト
マ
ト
の

ト
マ
ト
の
作作さ
く
が
ら

さ
く
が
ら柄柄
も
う
か
る

も
う
か
る
事事こ
と
こ
と

を　
　
を　
　

宮宮み
や
も
と

み
や
も
と本本
宮宮み
や
き
ち

み
や
き
ち吉吉（
川
（
川
上上
町
七
地
）

町
七
地
）



お知らせ

フ
ァ
ミ
リ
ー
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

教
室
の
生
徒
を
募
集

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
大
好
き
な
ス
タ
ッ

フ
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
初
心
者
も
安

心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象　
小
学
生（
４
～
６
年
生
）、
一
般

※
中
学
・
高
校
生
は
対
象
外
。

「
た
い
こ
ま
る
プ
ラ
ザ
」

開
館
３
周
年
記
念
行
事

　
成
羽
複
合
施
設
「
た
い
こ
ま
る
プ
ラ

ザ
」
が
令
和
２
年
８
月
に
開
館
し
て
か

ら
３
年
が
経
過
し
ま
す
。
こ
れ
を
記
念

し
て
、
施
設
の
建
設
に
ご
寄
付
を
い
た

だ
い
た
名
誉
市
民
の
伊い

藤と
う

謙け
ん

介す
け

さ
ん

や
、
伊
藤
さ
ん
が
作
詞
し
た
「
高
梁
慕

情
」
を
歌
っ
て
い
る
歌
手
で
「
備
中
高

梁
伝
え
た
い
し
！
」
の
井い
の
上う
え
由ゆ

美み

子こ

さ

ん
ら
を
招
い
て
記
念
行
事
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　
６
月
４
日（
日
）午
後
１
時
開
演

場
所　
た
い
こ
ま
る
プ
ラ
ザ 

伊
藤
記

念
ホ
ー
ル

内
容　
「
備
中
神
楽
」、
京
都
の
伝
統
芸

能
「
今い
ま

様よ
う

・
今い
ま

様よ
う

合あ
わ
せ」、「

井
上
由
美
子

コ
ン
サ
ー
ト
」
な
ど

観
覧
料　
無
料（
申
し
込
み
不
要
・
定

員
２
５
０
人
）

問
社
会
教
育
課

☎
21
‐
１
５
１
４

備
中
演
歌
ま
つ
り

日
時　

６
月
24
日（
土
）午
後
６
時
～

（
午
後
５
時
開
場
）

場
所　
高
梁
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

出
演　
神じ
ん
野の

美み

伽か

さ
ん
、
徳と
く
永な
が
ゆ
う
き

さ
ん
、
朝あ
さ

花か

美み

穂ほ

さ
ん

観
覧
料　
１
階
席
５
０
０
０
円
、
２
階

席
３
０
０
０
円

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
販
売　
高
梁
総
合
文

化
会
館
、
イ
ズ
ミ
ゆ
め
タ
ウ
ン
２
階
ど

り
ー
む
ら
ん
ど
、
ポ
ル
カ
天
満
屋
ハ

ピ
ー
タ
ウ
ン
１
階
ポ
ル
カ
プ
ラ
ザ
な
ど

問
高
梁
総
合
文
化
会
館

☎
22
‐
１
０
４
０

備
中
神
楽
研
修
会

　
備
中
神
楽
の
技
術
向
上
を
図
り
、
保

存
・
伝
承
を
推
進
す
る
た
め
、
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
一
般
の
人
も

無
料
で
入
場
で
き
ま
す
。

日
時　
６
月
25
日（
日
）午
前
９
時
30
分

～
11
時
30
分

場
所　
た
い
こ
ま
る
プ
ラ
ザ

講
演　
「
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化

財　
白し
ら
い
し
お
ど
り

石
踊
の
伝
承
活
動
」（
安あ
ん
東ど
う
康や
す
宏ひ
ろ 

笠
岡
市
教
育
委
員
会
参
事
）

実
演　
「
大お
お
く
に
の
み
こ
と

国
主
命
の
舞
」、「
大お
ろ
ち蛇
退

治
」（
岡
山
県
神
社
庁
神
楽
部 

高
梁
支

部
）

問
社
会
教
育
課

☎
21
‐
１
５
１
６

定
員　
60
人
程
度

日
程　
６
月
８
日
～
８
月
10
日
の
毎
週

木
曜
日（
全
10
回
）　
午
後
７
時
～
９
時

場
所　
高
梁
運
動
公
園

参
加
料　
１
人
１
５
０
０
円（
保
険
料

含
む
）

申
し
込
み　
６
月
１
日（
木
）ま
で
に
申

込
書
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
込
書
は
提
出
先

に
備
え
て
い
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
21
‐
０
４
２
５

福
祉
イ
ベ
ン
ト
「
う
ぇ
る

ふ
ぇ
あ
」
を
開
催
し
ま
す

　
障
が
い
や
、
障
が
い
者
支
援
の
仕
事

に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
吉
備

国
際
大
学
と
高
梁
市
自
立
支
援
協
議
会

が
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
６
月
15
日（
木
）午
後
０
時
30
分

～
２
時

場
所　
吉
備
国
際
大
学 

高
梁
キ
ャ
ン

パ
ス
2
号
館
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ

内
容　
市
内
の
障
害
福
祉
事
業
所
の
紹

介
ブ
ー
ス
や
物
品
販
売
、
障
害
者
ア
ー

ト
展
「
え
え
が
！
」
な
ど

入
場
料　
無
料

問
福
祉
課
☎
21
‐
０
２
８
４

高梁市の市外局番は「0866」です13 Ｒ5 (2023) ５月



高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

定
期
予
防
接
種

対
象　
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
肺
炎
球

菌
の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な

く
、
次
の
①
か
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
令
和
６
年
３
月
31
日
時
点
の
年
齢

が
65
・
70
・
75
・
80
・
85
・
90
・
95
・

１
０
０
歳
の
人

②
60
～
64
歳
で
、
心
臓
・
腎
臓
な
ど
の

内
部
疾
患
で
障
害
等
級
１
級
か
同
程
度

と
医
師
の
診
断
書
で
確
認
で
き
る
人

※
対
象
者
へ
３
月
下
旬
に
個
別
通
知
し

て
い
ま
す
。

料
金　
３
０
０
０
円（
生
涯
１
回
の
み
）

※
生
活
保
護
世
帯
該
当
者
は
事
前
申
請

で
無
料
に
な
り
ま
す
。

期
間　
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

任
意
予
防
接
種

対
象　
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
公
費
助

成
で
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
を
受
け
た

こ
と
が
な
く
、
次
の
①
か
②
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

①
75
歳
以
上
の
人

②
65
～
74
歳
で
、
人
工
透
析
・
呼
吸
機

能
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
か
、
在
宅
酸
素
療
法
を
受

け
て
い
る
人

※
接
種
希
望
者
は
、
健
康
づ
く
り
課
ま

た
は
各
地
域
局
へ
申
請
が
必
要
で
す
。

料
金　

接
種
費
用
か
ら
公
費
助
成
額

３
０
０
０
円
を
除
い
た
額（
生
涯
１
回

の
み
）

期
間　
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

問
健
康
づ
く
り
課
☎
21
‐
０
２
６
７

高
梁
市
栄
養
教
室

　
栄
養
や
運
動
、
休
養
な
ど
健
康
に
つ

い
て
の
知
識
を
増
や
し
、
お
い
し
く
健

康
に
良
い
食
事
作
り
や
、
市
内
飲
食
店

の
調
理
師
の
調
理
技
術
を
学
ぶ
栄
養
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
男
性
も
歓
迎
で

す
。
な
お
、
修
了
者
は
各
地
域
で
栄
養

委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

実
施
期
間　

８
月
～
令
和
６
年
２
月

（
月
１
回
・
全
７
回
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所　
①
高
梁
保
健
セ
ン
タ
ー　
②
川

上
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　
各
会
場
で
そ
れ
ぞ
れ
20
人

対
象　
20
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
で
、

こ
れ
ま
で
に
栄
養
教
室
を
修
了
し
た
こ

と
が
な
い
人
。
な
お
、
平
成
29
年
度
以

前
に
栄
養
教
室
を
修
了
し
た
人
も
再
受

講
で
き
ま
す
。

内
容　
講
話
、
調
理
実
習

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス

ク
、
筆
記
用
具

参
加
費　
３
０
０
円
／
１
回（
食
材
費
）

申
し
込
み　
６
月
30
日（
金
）ま
で
に
健

康
づ
く
り
課
ま
た
は
各
地
域
局
ま
で

問
健
康
づ
く
り
課

☎
21
‐
０
２
６
７

元
気
な
か
ら
だ
づ
く
り
に
取

り
組
む
グ
ル
ー
プ
を
支
援

　
加
齢
に
よ
っ
て
筋
肉
や
骨
が
衰
え
る

「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
ロ
コ

モ
）」。
多
く
の
人
が
、
元
気
で
生
き
い

き
と
し
た
生
活
を
住
み
慣
れ
た
地
域
で

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
市
は
ロ
コ
モ
予

防
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
の
活
動　
65
歳
以
上
の
人
が

３
人
以
上
集
ま
り
、
週
１
回
以
上（
１

回
１
時
間
以
上
）の
ロ
コ
モ
予
防
体
操

を
行
う
。（
市
内
で
は
現
在
、
21
グ
ル
ー

プ
約
３
５
０
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
）

登
録
方
法　
「
高
梁
市
元
気
な
か
ら
だ

つ
く
り
隊
グ
ル
ー
プ
登
録
カ
ー
ド
」
を

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
登
録
カ
ー
ド
は
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
局
、
各
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
い
ま
す
。

支
援
内
容　

①
グ
ル
ー
プ
へ
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
高
梁
い
き
い
き
ロ
コ
モ
予
防
体
操
」

を
お
渡
し
し
ま
す　
②
体
操
の
講
師
を

派
遣
し
ま
す　
③
体
力
測
定
を
行
い
ま

す　
④
体
操
に
関
す
る
養
成
講
座
や
交

流
会
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
グ
ル
ー
プ
活
動
に
係
る
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
21
‐

０
３
０
０

14Ｒ5 (2023) ５月



お知らせ

高齢者の困り事などについてご相談ください高齢者の困り事などについてご相談ください
地域包括支援センターと地域の在宅介護支援センターでは、高齢者宅への訪問を行い、困り事について相談を
受けたり、認知症予防や介護予防についての情報提供をしています。気になる事があればお気軽にご相談くだ
さい。

総合相談窓口（市の施設）総合相談窓口（市の施設）

総合相談窓口（民間の施設）総合相談窓口（民間の施設）
窓口 問い合わせ 担当地域

ゆうゆう村在宅介護支援センター
（東町 1866-3） ☎ 22-6308

御前住宅　伊賀町　頼久寺町　奥万田町　和田町　向町　
寺町　荒神町　甲賀町　八幡町　柿木町　大工町　
間之町　鍛冶町　下町５　南町　中間町　鉄砲町　
弓之町　松原通　東町　栄町　正宗町　旭町　浜町
大久保　山之上　玉坂　楢井　玉川町　落合町阿部

白和荘在宅介護支援センター
（高倉町大瀬八長 2663-1） ☎ 22-5529

内山下　川端町　本町　新町　小高下町　御前町　
石火矢町　中之町　片原町　下町１～４　落合町近似　
川面町　高倉町　津川町

在宅介護支援センターグリーンヒル順正
（松原町神原 2281-8） ☎ 23-1230

上谷町　下谷町　原田北町　原田南町　横町　中原町　
段町　河内谷　広瀬　宇治町　松原町　落合町福地　
落合町原田　
成羽町（相坂・長地・小泉・中野・羽根・吹屋・布寄）

高梁市社会福祉協議会 在宅介護支援
センター（向町 21-3） ☎ 22-7244 有漢町　中井町　巨瀬町

窓口 問い合わせ 担当地域

高梁市地域包括支援センター ☎ 21-0300 高梁市全域

成羽ステーション（成羽地域局） ☎ 42-3211 成羽地域

川上ステーション（川上地域局） ☎ 48-2200 川上地域

備中ステーション（備中地域局） ☎ 45-2211 備中地域

ゆうゆう村在宅介護支援
センター 小

こ

林
ばやし

加
か

奈
な

さん
白和荘在宅介護支援セン
ター 時

とき

澤
ざわ

広
ひろ

昭
あき

さん
在宅介護支援センターグリー
ンヒル順正 平

ひら

松
まつ

智
ち

布
ふ

美
み

さん
高梁市社会福祉協議会在宅介護
支援センター 齋

さい

藤
とう

巧
よし

次
つぐ

さん

私
た
ち
に
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

私
た
ち
に
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

問地域包括支援センター
　☎ 21-0300

高梁市の市外局番は「0866」です15 Ｒ5 (2023) ５月



岡
山
県
医
療
費
受
給
資
格
証

の
更
新
に
つ
い
て

　
「
心
身
障
害
者
医
療
費
」「
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
」
の
受
給
資
格
証
を

持
っ
て
い
る
人
に
更
新
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
福
祉
課
、
こ
ど
も
未
来

課
、
各
地
域
局
、
ま
た
は
各
地
域
市
民

セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
新

し
い
受
給
資
格
証
は
６
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
ま
た
、
新
規
申
請
や
相
談
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問（
心
身
障
害
者
医
療
費
）福
祉
課
☎

21
‐
０
２
８
４
／（
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
）こ
ど
も
未
来
課
☎
21
‐

０
２
８
８

身
体
障
害
者
巡
回
更
生
相
談

　

身
体
障
が
い
者
や
難
病
患
者
の
義

肢
、
装
具
、
車
椅
子
な
ど
の
購
入
・
修

理
の
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
補
装
具
購
入
費
の
交
付
判
定
を

実
施
し
ま
す
。

　
相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
の

で
、
希
望
者
は
６
月
12
日（
月
）ま
で
に

福
祉
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
6
月
21
日（
水
）午
前
10
時
30
分

～
午
前
11
時
30
分

場
所　
市
役
所
３
階
大
会
議
室

問
福
祉
課
☎
21
‐
０
２
８
４

精
神
保
健
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
３

　

市
と
高
梁
市
自
立
支
援
協
議
会
は
、

こ
こ
ろ
の
病
や
精
神
障
が
い
に
つ
い
て

誰
も
が
正
し
く
理
解
し
、
障
が
い
の
あ

る
人
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
に
「
精
神
保
健
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
２
３
『
生
き
る
力
～
自
分
ら
し

く
高
梁
で
～
』」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
６
月
23
日（
金
）午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

場
所　

高
梁
総
合
文
化
会
館
レ
ク

チ
ャ
ー
ル
ー
ム

内
容　
市
内
に
住
む
障
が
い
の
あ
る
人

が
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
や
皆
さ
ん
に

知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど
を
伝
え
る
体

験
発
表
、
市
内
の
作
業
所
お
よ
び
事
業

所
の
活
動
内
容
や
魅
力
の
紹
介
な
ど

問
福
祉
課
☎
21
‐
０
２
８
４

令
和
５
年
度
第
１
回
た
か
は
し

福
祉
・
法
律
な
ん
で
も
相
談
会

　
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
法
律
や
福
祉

に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
や
悩
ん
で

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
相
談
会
で
は
、
市
内
で
暮
ら
す

皆
さ
ん
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
福
祉
や
法
律
に
関
す
る
質

問
や
相
談
な
ど
を
受
け
付
け
ま
す
。
相

談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
、
費
用
は
無

料
で
す
。

日
時　
６
月
10
日（
土
） 

午
後
１
時
～

４
時

場
所　
備
中
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
対
応
者　
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

社
会
福
祉
士
な
ど

申
し
込
み　
６
月
２
日（
金
）ま
で
に
高

梁
市
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　
令
和
５
年
度
は
次
の
日
程
で

相
談
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

日
時
・
場
所

②
９
月
９
日（
土
）・
高
梁
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー　
③
12
月
９
日（
土
）・
有
漢
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
④
令
和
６
年
３
月

９
日（
土
）・
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
4
時

問
高
梁
市
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
☎
56
‐

０
０
６
３

16Ｒ5 (2023) ５月



お知らせ

受
験
資
格　
①
令
和
２
年
４
月
１
日
以

降
に
高
校
あ
る
い
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
令
和
６
年
３
月

ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
準
ず
る
と
認
め
る
人

試
験
の
程
度　
高
校
卒
業
程
度

受
験
申
し
込
み　
６
月
19
日（
月
）～
28

日（
水
）に
人
事
院
の
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

税
務
職
員
募
集（
国
税
庁
）

※
６
月
28
日
ま
で
に
申
し
込
み
デ
ー
タ

を
受
信
完
了
し
た
も
の
に
限
り
受
け
付

け
ま
す
。

第
１
次
試
験

試
験
日　
９
月
３
日（
日
）

場
所　
岡
山
市
ほ
か

試
験
種
目　
基
礎
能
力
試
験
・
適
性
試

験
・
作
文
試
験

第
１
次
試
験
合
格
発
表
日　
10
月
５
日

（
木
）

第
２
次
試
験

試
験
日　
10
月
11
日（
水
）～
20
日（
金
）

の
間
で
指
定
す
る
１
日

場
所　
第
１
次
試
験
合
格
通
知
に
併
せ

て
通
知

試
験
種
目　
人
物
試
験
・
身
体
検
査

最
終
合
格
発
表
日　
11
月
14
日（
火
）

問
広
島
国
税
局
総
務
部
人
事
第
二
課

試
験
研
修
係
☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐

９
２
１
１
／
高
梁
税
務
署

☎
22
‐
２
５
４
６

新
製
品
開
発
等
支
援
事
業
補
助
金

　
新
事
業
の
創
出
に
よ
る
観
光
・
商
工

振
興
を
図
る
た
め
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
新
製
品
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン

の
開
発
に
係
る
事
業
へ
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。
な
お
、
過
去
に
補
助
金
の
交

付
を
受
け
た
人
で
も
、
５
年
経
過
し
て

い
る
場
合
は
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

対
象
者　
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
事

業
者
・
団
体

補
助
額　
①
調
査
研
究
事
業
…
対
象
経

費
の
２
分
の
１（
上
限
30
万
円
）

②
製
造
開
発
事
業
…
対
象
経
費
の
２
分

の
１（
上
限
50
万
円
）

募
集
期
間　
５
月
16
日（
火
）～
６
月
16

日（
金
）

※
後
日
、
企
画
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
を
行
い
ま
す
。

問
産
業
振
興
課

☎
21
‐
０
２
２
９

求
職
者
支
援
訓
練
の
受
講
者

を
募
集

　
求
職
者
支
援
訓
練
は
、
雇
用
保
険
を

受
給
で
き
な
い
求
職
中
の
人
な
ど
を
対

象
と
し
た
早
期
就
職
の
た
め
の
公
的
職

業
訓
練
で
す
。

募
集
科　
事
務
、
デ
ザ
イ
ン
、
介
護
福

祉
分
野
な
ど
、
７
月
～
９
月
に
開
講
す

る
コ
ー
ス

※
開
講
日
や
訓
練
期
間（
２
～
６
カ
月
）

は
各
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
「
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇

用
支
援
機
構
岡
山
支
部
」
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
別
途
）

※
一
定
の
要
件（
収
入
・
資
産
な
ど
）を

満
た
す
人
に
は
「
職
業
訓
練
受
講
給
付

金
」（
月
10
万
円
と
交
通
費
）が
支
給
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁

☎
22
‐
２
２
９
１
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市
長
室

市
長
室
か
ら
か
ら  

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

市長室
から
市長室
から

こ
ん
に
ち
は

こ
ん
に
ち
は

　
大
型
連
休
に
ご
家
族
で
旅
行
に
出
か

け
ら
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
休

み
の
後
、
朝
起
き
る
の
が
辛
く
な
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

新
し
い
環
境

で
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
か
ら
、
寝
不
足
や

疲
れ
や
す
さ
な
ど
心
身
に
症
状
が
現
れ

る
こ
と
を
「
５
月
病
」
と
呼
ぶ
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
免
疫
力
の
低
下

を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
。
心
や
体
の
調

子
を
整
え
る
に
は
、「
笑
う
」
こ
と
が

効
果
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
笑
う
と
血

の
巡
り
が
良
く
な
り
、
免
疫
細
胞
の
働

き
が
活
性
化
す
る
と
と
も
に
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
い
る
と
き
に
働
く
副
交
感
神

経
が
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
ま
す
。
ぜ

ひ
、
笑
い
の
あ
る
毎
日
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　
今
年
の
桜
の
シ
ー
ズ
ン
、
備
中
川
面

駅
は
多
く
の
写
真
愛
好
家
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
「
川
面
地
区
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
高

梁
市
は
撮
り
鉄
に
優
し
い
」
と
新
聞
に

投
稿
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
。
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し

い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
「
お
も
て
な

し
」
を
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

川
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
院
に
よ
る
市
民
公
開
講
座

　
市
と
地
域
医
療
の
連
携
協
力
に
関
す

る
協
定
を
結
ん
で
い
る
川
崎
学
園（
倉

敷
市
）が
、
保
育
関
係
者
や
保
育
へ
興

味
関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
市
民
公

開
講
座
「
発
達
の
気
に
な
る
子
ど
も
へ

の
関
わ
り
方
と
環
境
の
工
夫
～
作
業
療

法
士
の
視
点
～
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
ま
す
。

日
時　
６
月
２
日（
金
）午
後
７
時
～
８

時
30
分

内
容　
発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
の
特

性
の
見
方
や
支
援
の
方
法
に
つ
い
て

申
し
込
み　
５
月
30
日（
火
）ま
で
に
川

崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
川
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
☎

０
８
６
‐
４
６
２
‐
１
１
１
１

Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅
毒
な
ど
の
夜
間

検
査
を
実
施
し
ま
す

　
６
月
１
日
～
７
日
は
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査

普
及
週
間
」
で
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
感
染
し

て
い
て
も
症
状
が
な
く
、
検
査
を
し
な

け
れ
ば
発
見
で
き
ま
せ
ん
。
早
期
に
発

見
で
き
れ
ば
、
エ
イ
ズ
の
症
状
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
備
北
保
健
所
で
は
無
料
・
匿
名
で
検

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
１
日（
木
）午
後
５
時
～
７

時申
し
込
み　
５
月
31
日（
水
）ま
で
に
備

北
保
健
所
へ
電
話
で
申
し
込
み

問
備
北
保
健
所
☎
21
‐
２
８
３
６

相
続
登
記
の
申
請
義
務
化
に
関

す
る
相
談
会

日
時　
６
月
18
日（
日
）午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
天
満
屋
倉
敷
店
６
階 
ウ
ィ
ズ

ア
ッ
プ
く
ら
し
き（
倉
敷
市
阿
知
１
‐

７
‐
１
）

相
談
内
容　
相
続
登
記
に
関
す
る
相
談

費
用　
無
料

申
し
込
み　
事
前
に
岡
山
地
方
法
務
局

倉
敷
支
局
へ
予
約
が
必
要

問
岡
山
地
方
法
務
局
倉
敷
支
局
☎

０
８
６
‐
４
２
２
‐
１
２
６
０

「
備
北
地
区
行
動
災
害
ゼ
ロ
運
動
」

に
取
り
組
む
事
業
場
を
募
集

　
新
見
労
働
基
準
監
督
署
管
内
で
の
休

業
４
日
以
上
の
災
害
は
、
令
和
３
年
に

５
年
ぶ
り
に
90
件
を
超
え
、
令
和
４
年

は
88
件（
う
ち
２
件
は
死
亡
災
害
）と
な

る
な
ど
、
高
止
ま
り
の
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
特
に
、
転
倒
災
害
や
腰
痛
な

ど
職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
作
業
行
動

を
起
因
と
す
る
労
働
災
害（
行
動
災
害
）

が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
４
月
１
日

か
ら
令
和
６
年
３
月
ま
で
、「
備
北
地

区
行
動
災
害
ゼ
ロ
運
動
」
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
「
備
北
地
区
行
動
災
害
ゼ
ロ
運

動
」
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
行
動
災
害
予

防
対
策
に
取
り
組
む
事
業
場
を
「
備
北

地
区
行
動
災
害
ゼ
ロ
運
動
推
進
事
業

場
」
と
し
て
広
く
募
集
し
、
岡
山
労
働

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
し

ま
す
。
多
く
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
新
見
労
働
基
準
監
督
署
☎
０
８
６
７

‐
72
‐
１
１
３
６
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お知らせ

種別 対象児 日 時間 場所 問い合わせ

乳児健康診査 令和４年9月・令和５年2月生（高梁市全域）１4日（水）

午後０時 30 分
～

１時 30 分
（受付）

高梁保健センター

健康づくり課
☎ 21-0228

１歳６カ月児健康診査 令和３年11月～12月生（成羽・川上・備中地域）23日（金） 成羽福祉センター

２歳６カ月児健康診査 令和２年11月～12月生（成羽・川上・備中地域）23日（金） 成羽福祉センター

３歳児健康診査
令和元年11月～12月生（高梁・有漢地域）21日（水） 高梁保健センター

令和元年11月～12月生（成羽・川上・備中地域）23日（金） 成羽福祉センター

子どもの健診（６月）

種別 日 時間 場所 問い合わせ

ゆうゆうタイム（ハッピー♡サタ
デー 親子で遊ぼう） 10日（土）①午前10 時～正午

②午後１時～３時
子育て支援センター

（ゆう・ゆうひろば） 子育て支援センター
☎ 22-2450
こども未来課
☎ 21-2666

２歳のひろば
（ともだちといっしょに遊ぼう） 21日（水）①午前10 時～正午

赤ちゃんタイム ２日（金）・16日（金）①午前10 時～正午

なりわで“ゆう・ゆう” 15日（木）・22日（木）①午前10 時～11時 30 分
②午後１時 30 分～３時

成羽こども園
子育て支援室

にこにこ相談 15日（木）・29日（木）午前10 時～午後４時 子育て支援センター

ちびっこ広場 １日（木）午前10 時～11時 30 分 成羽福祉センター 成羽地域局☎ 42-3213

育児相談・プレママ相談
１日（木）午前10 時～11時 30 分 成羽福祉センター 成羽地域局☎ 42-3213

28日（水）午前10 時～11時
午前11時～正午 子育て支援センター 子育て支援センター

☎ 22-2450

病態栄養相談 ８日（木）午前10 時～11時

備北保健所

備北保健所
☎ 21-2835

思春期・ひきこもり相談 ９日（金）午後２時～４時
備北保健所
☎ 21-2836エイズ・性感染症検査／Ｂ・Ｃ

型肝炎検査／骨
こつずい

髄ドナー検査
27日（火）午後１時～２時

子育て支援・健康相談（６月）　※全て予約が必要です

種別 日 時間 場所 問い合わせ

行政相談
１日（木） 午前 10 時～午後

４時

市役所３階会議室、備中地域局２
階小会議室、川上総合学習セン
ター、有漢保健センター

岡山行政監視行政相談センター
☎ 086-224-1100

８日（木） 午前９時～正午 成羽たいこまるプラザ

なやみごと相談 １日（木） 午前 10 時～午後
４時

有漢保健センター、川上総合学習
センター、市役所３階会議室、成羽
たいこまるプラザ、備中地域局２階
小会議室

岡山地方法務局高梁支局
☎ 22-2318

法律相談（要予約）
６日・13日・20日・27日

（全て火曜日）
午後１時～４時10 分

高梁総合福祉センター
岡山弁護士会（☎ 086-234-5888）へ事前に予
約をして市民課へ無料券を申請してください

（市民のみ・年２回まで）　市民課☎ 21-0254

司法書士相談
９日（金） 午前 10 時～正午 市役所４階会議室１ 岡山県司法書士会倉敷支部高梁地区

☎ 22-790621日（水） 午後２時～４時 ポルカプラザ１階

相談（６月）

種別 日 時間 場所 問い合わせ
高梁税務署面接相談

（要予約）
８日（木）・19日（月）・28日（水）
※相続・贈与に関する相談は８日のみ 午前９時～午後４時 高梁税務署 高梁税務署☎ 22-2546

高梁市の市外局番は「0866」です19 Ｒ5 (2023) ５月



公民館へ行こう！

　津川地域では、津川地域まちづくり推進委員会が中心となり、公民　津川地域では、津川地域まちづくり推進委員会が中心となり、公民
館が後援する形で「地域に未来を創造した地域づくり」に取り組んで館が後援する形で「地域に未来を創造した地域づくり」に取り組んで
います。その一環として、地域のリーダー養成、荒廃山林・農地の防います。その一環として、地域のリーダー養成、荒廃山林・農地の防
止施策、地域ニーズ新規講座・同好会の立ち上げなどを行っています。止施策、地域ニーズ新規講座・同好会の立ち上げなどを行っています。
　コロナ禍で行事が中止となる中、令和４年度は地域からの要望に応　コロナ禍で行事が中止となる中、令和４年度は地域からの要望に応
え、新たに「スマホ・パソコン講座」、「健康マージャン教室」、「めんえ、新たに「スマホ・パソコン講座」、「健康マージャン教室」、「めん
打ち教室（そば打ち）」、「手芸教室」、「月間ブックレビュー教室」など、打ち教室（そば打ち）」、「手芸教室」、「月間ブックレビュー教室」など、
誰でも気軽に参加できる講座や教室を実施しました。誰でも気軽に参加できる講座や教室を実施しました。
　令和５年度は以前のように園児・児童・生徒が活発に交流できる　令和５年度は以前のように園児・児童・生徒が活発に交流できる

津川公民館 （津川町）

よう、学校やＰＴＡと連携を図りながら事業の企画をよう、学校やＰＴＡと連携を図りながら事業の企画を
行っていきます。また、地域の活性化を図るため、市行っていきます。また、地域の活性化を図るため、市
内の外国人と地域の人たちが活動を行う「青空異文化内の外国人と地域の人たちが活動を行う「青空異文化
交流会」や、津川の魅力を再発見などを紹介する「津交流会」や、津川の魅力を再発見などを紹介する「津
川のええとこマップ作り」に取り組んでいきます。川のええとこマップ作り」に取り組んでいきます。
　今後もまちづくり事業を中心に、幅広い世代の人た　今後もまちづくり事業を中心に、幅広い世代の人た
ちが楽しめる公民館活動を行っていきます。　　　　　　　ちが楽しめる公民館活動を行っていきます。　　　　　　　
問津川公民館 ☎ 22-2169

「つどう・まなぶ・むすぶ」地域コミュニティ「つどう・まなぶ・むすぶ」地域コミュニティ
の拠点、公民館。さまざまな世代でつながり、の拠点、公民館。さまざまな世代でつながり、
語り合いましょう！語り合いましょう！

津川地域市民センター・公民館職員の皆さん津川地域市民センター・公民館職員の皆さん

2022年　子どもお楽しみ会の様子2022年　子どもお楽しみ会の様子 田植え体験の様子田植え体験の様子
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お知らせ

休日当番医（６月）

※診療時間は午前９時～午後５時です。
　受診前に必ず電話で症状をお知らせください。
　また、受診の際はマスクを着用してください。

職　種 所在地 賃 金 月 額

土木作業員 有漢町 245,000 円～ 310,000 円
廃棄物収集・運
搬業務・清掃業 中井町 264,000 円～ 276,000 円

建築設計技術者 横町 375,000 円～ 543,000 円
介護支援専門員（ケ
アマネージャー） 高倉町 200,000 円～ 225,000 円

製造業務 川面町 152,000 円～ 170,000 円

施工管理者 玉川町 250,000 円～ 400,000 円

一般事務員 中原町 137,700 円
ホテルの客室掃
除（パート） 正宗町 時給 895 円

看護師（パート）落合町 時給 1,430 円～ 1,730 円
スーパーマー
ケットスタッフ

（パート）
成羽町 時給 1,010 円

求人情報求人情報

４日（日） 高梁中央病院（南町） ☎ 22-3636

11 日（日）池田医院（中間町） ☎ 22-2244

18 日（日）まつうらクリニック
（成羽町下原） ☎ 42-2315

25 日（日）大杉病院（柿木町） ☎ 22-5155

※ 詳しくはハローワークインターネッ
トサービスをご覧ください。

問ハローワーク高梁☎ 22-2291

（４月 20 日現在）

ＱＲコードでらくらく求人検索
　ご自身のスマートフォンで求人を簡単に検索で
きる『らくらく求人検索カード』を配布していま
す。例えば「事務」「軽作業・清掃」のＱＲコー
ドを読み込むとハ
ロ ー ワ ー ク イ ン
ターネットサービ
スで、それぞれの
最新求人情報が表
示されます。

５月の納期限　５月 31 日（水）
○軽自動車税（種別割）（全期）
次回の納期限　６月 30 日（金）
○市民税・県民税（普通徴収）（全期・１期）

※口座振替登録を希望する人は、市内の金融機関などで手
続きをお願いします。６月納期限の口座振替の手続きは 5
月 22 日（月）までにお申し込みください。
問税務課☎ 21-0215

税金の納期限（口座振替日）

問

第１回「メディカルアロマセラピー入門第１回「メディカルアロマセラピー入門」」
日時日時　５月 27 日（土）午後１時 30 分～２時 30 分　５月 27 日（土）午後１時 30 分～２時 30 分
担当教員担当教員　　岡岡

おかおか
本本
もともと

さゆり（看護学科）さゆり（看護学科）
内容内容　 ラベンダーを使用したブレンドオイルを使って、ハ　 ラベンダーを使用したブレンドオイルを使って、ハ

ンドトリートメントを体験しますンドトリートメントを体験します

第２回「笑いと涙のまちづくりとエトセトラ第２回「笑いと涙のまちづくりとエトセトラ」」
日時日時　６月３日（土）午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分　６月３日（土）午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分
担当教員担当教員　　大大

おおおお
西西
にしにし

正正
まさまさ

泰泰
ひろひろ
（経営社会学科）（経営社会学科）

内容内容　 講師がこれまで見てきたまちづくりや体験をお話し　 講師がこれまで見てきたまちづくりや体験をお話し
しますします

第３回「作業療法士について」第３回「作業療法士について」
日時日時　６月 10 日（土）午後２時～３時　６月 10 日（土）午後２時～３時
担当教員担当教員　　山山

やまやま
本本
もともと

倫倫
ともとも

子子
ここ
（作業療法学科）（作業療法学科）

内容内容　 作業療法の活用のポイントについて紹介します　 作業療法の活用のポイントについて紹介します

第４回「第４回「異異
いい

郷郷
きょうきょう

訪訪
ほうほう

問問
もんもん

譚譚
たんたん

について」について」
日時日時　６月 17 日（土）午後２時～３時　６月 17 日（土）午後２時～３時
担当教員担当教員　　山山

やまやま
本本
もともと

敦敦
あつあつ

之之
ゆきゆき
（アニメーション文化学科）（アニメーション文化学科）

内容内容　 主人公が異郷に旅する話は古今東西に存在し、この　 主人公が異郷に旅する話は古今東西に存在し、この
ような話の構造や型についての考察を紹介しますような話の構造や型についての考察を紹介します

申し込み申し込み　 　 事前に電話か電子メールでお申し込みください事前に電話か電子メールでお申し込みください。。
問問吉備国際大学庶務課☎ 22-7404吉備国際大学庶務課☎ 22-7404　  　  kiu-syomu@office.jei.ac.jpkiu-syomu@office.jei.ac.jp

キ
吉 備 国 際 大 学

ャンパスだより
　吉備国際大学では、生涯学習の場として地域の皆さんを　吉備国際大学では、生涯学習の場として地域の皆さんを
対象とした「対象とした「公開講座・まちなかゼミナール公開講座・まちなかゼミナール」を開講します。」を開講します。
講義は対面形式で実施し、聴講は無料です。講義は対面形式で実施し、聴講は無料です。

高梁市の市外局番は「0866」です21 Ｒ5 (2023) ５月
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タ
ー
」
と
は
、
親

族
か
ら
の
相
談
、
独
身
男
女
の
出
会
い

族
か
ら
の
相
談
、
独
身
男
女
の
出
会
い

の
仲
介
か
ら
結
婚
に
至
る
ま
で
の
支
援

の
仲
介
か
ら
結
婚
に
至
る
ま
で
の
支
援

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
、
い
わ
ば

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
う
、
い
わ
ば

「
お
節
介
役
」
の
こ
と
で
、
令
和
５
年

「
お
節
介
役
」
の
こ
と
で
、
令
和
５
年

４
月
末
時
点
で
、
市
内
の
個
人

４
月
末
時
点
で
、
市
内
の
個
人
2626
人
と
人
と

1111
の
団
体
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
縁
結

の
団
体
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
縁
結

び
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
に
興
味
が
あ
る

び
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
に
興
味
が
あ
る

人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
縁
結
び
さ
れ
た
い
人（「

※
縁
結
び
さ
れ
た
い
人（「
結結む
す
む
す

晴晴ばば

レ
イ
レ
イ

ヤ
ー
」）も
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
、
ま

ヤ
ー
」）も
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
、
ま

た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問問
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課

住
も
う
よ
高
梁
推
進
課

☎☎
2121
‐
０
２
８
２

‐
０
２
８
２

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

だ
さ
い
。

問問
お
か
や
ま
出
会
い
・
結
婚
サ
ポ
ー

お
か
や
ま
出
会
い
・
結
婚
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
６
‐
２
３
６
‐

ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
６
‐
２
３
６
‐

０
８
０
２

０
８
０
２

こ
の
た
び
Ｕユ
ー

タ
ー
ン
で
高
梁
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
高
校
ま
で
は

高
梁
で
学
び
、
短
大
卒
業
後
に
は

高
梁
市
内
で
保
育
士
と
し
て
働
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
京
都
で
は
営

業
職
や
飲
食
店
で
勤
務
し
、
中
で

も
前
職
で
は
カ
フ
ェ
の
店
舗
責
任

者
を
任
さ
れ
て
、
人
材
育
成
や
店

　
初
め
ま
し
て
、
4
月
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

し
て
着
任
し
ま
し
た
、
渡

邉
香
織
で
す
。

　
３
月
ま
で
８
年
間
京
都

に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、

舗
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
一
か
ら
学
び
、

実
践
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
こ
こ
数
年
の
感
染
症
流
行
の
影
響
で

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

シ
ス
テ
ム
が
普
及
し
、「
ど
こ
に
い
て

も
働
け
る
」
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
、「
働
く

場
所
を
自
分
で
選
べ

る
」
の
で
あ
れ
ば
、
地

元
の
温
か
い
環
境
の
中

で
「
や
り
た
い
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い
！
」

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
協
力
隊
の
募

集
を
見
つ
け
て
応
募
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
市
内
高
校
の

魅
力
化
・
魅
力
情
報
発
信
」
で
す
。
各

校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
支
援
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
の
ほ
か
、
市
外
か

ら
の
入
学
生
が
心
身
と
も
に
充
実
し
た

高
校
生
活
を
送
り
、
市
内
で
の
イ
ベ
ン

ト
や
体
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
大
き
く
成
長
で
き
る
よ

う
、
週
末
の
活
動
に
一
緒
に
参
加
し
、

高
梁
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
自
分
の
強
み
を
生
か
し
な
が

ら
高
梁
市
で
暮
ら
す
人
を
増
や
せ
る
よ

う
、
私
自
身
も
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
資
格
を
取
得
し
、
継
続
し
て
そ

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
市
内
の
多
く
の
方
と
つ
な

が
り
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
を

見
か
け
た
ら
お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ

さ
い
！

４月に行われた本町での雛まつり会場にて４月に行われた本町での雛まつり会場にて

渡
わた

邉
なべ

 香
か

織
おり

 隊員

22Ｒ5 (2023) ５月



健康づくり健康づくり応援応援通信通信 問健康づくり課 ☎ 21-0228

「高梁 2025」は、持続可能な地域医療体制の構築に「高梁 2025」は、持続可能な地域医療体制の構築に
向けた取り組みの総称です。向けた取り組みの総称です。

問�問�地域医療連携課☎ 21-0304地域医療連携課☎ 21-0304 市ウェブサイト「高梁 2025～地域医療の高梁モデル構築に向けた 100の検討とアク
ション～」にこれまでの議論の内容などを掲載しています。

みんなで受けよう 大腸がん検診！

　コロナ禍以前に比べると、高梁市の大腸がん検診の受診者は約 800 人減っています。そ
の一方で、大腸がんにかかる国民健康保険の医療費は年々増えています。高梁市では大腸
がん検診の受診率 50％以上を目標としていますが、令和２年度の受診率は５％でした。そ
こで市では、令和５年度に大腸がん検診が 500 円で受けられる「大腸がん検診を受けよう
キャンペーン」を行います。大腸がん検診は便を提出するだけの簡単な検診ですので、こ
の機会にぜひ受診しましょう。詳しくはけんこうガイドブックやウェブサイト
をご覧ください。また、その他の検診は二次元コードからも予約ができます。

　近年コロナ禍により、医療機関での看護実習が困難であったこともあり、市内医療機関では採用後早期に離職し
たり、就職後に不安を抱えている若手の看護職が多くいました。こうした状況から、高梁かんごねっとでは看護職
員の早期離職防止、職場定着を促進し、新人が職場で看護実践力を発揮できるようになることを目指して、令和４
年度から新たに新入職者のメンタル面のサポート研修を継続開催してきました。
　市内医療機関（４病院）に勤務する新人看護師（１～３年目）を対象に、吉備国際大学看護学科の竹

たけ
㟢
さき
和
かず
子
こ
教授

看護職の定着促進に向けた取り組み「高梁かんごねっと」

を講師に招き、新人が感じやすいストレスやリア
リティショックへの対処方法、意見が対立した時
のアプローチの方法などを全４回の研修会で学び
ました。
　また、毎回グループワークでは他の医療機関で
働く新人看護師仲間と意見の交換や悩みを共有し
合うことで、１年間を通して自分の働き方や感じ
たことを内省し、自分の目指す看護観を再確認し
合いました。

ストレスへの対処法を学ぶ

集団検診で受ける場合 指定医療機関で受ける場合
年齢 40 ～ 69 歳 70 歳以上 40 ～ 69 歳 70 歳以上

料金 500 円 無料 500 円 100 円

期間 ６月～ 11 月 ６月～令和６年２月

受診方法

愛育委員回覧で希望を取りまとめ、後日愛育委員が
検査キットをお渡しします（一部地域を除く）
健康づくり課、各地域局、各地域市民センターでも
お渡しできます

市指定医療機関へ予約が必要です。検査容器を事
前に医療機関で受け取ってください

持ち物 検便容器、問診表、健康保険証、受診料金 検便容器、健康保険証、受診料金

市で大腸がん検診を受診する人へ

自分の悩み・看護観を共有

長
ながせしょうこ

瀬祥子 保健師
（健康づくり課）

23 Ｒ5 (2023) ５月



文化のひろば

各施設の展示一覧各施設の展示一覧　　※開館日や開館時間が変わる可能性があります。
施設 内容 開館時間 入館料

高梁市歴史美術館
☎ 21--0180　火曜日休館

生誕 140 年 清水比庵展～芸術
に遊ぶ～（～５月 22 日（月））

午前９時～午後５時
（入館は午後４時30分まで）

一般…500 円
65 歳以上・高校・大学生…300 円

中学生以下…無料

高梁市成羽美術館
☎ 42--4455　月曜日休館

鴨居玲ー 1983 年２月３日、私
（～６月 25 日（日））（～６月 25 日（日））

午前９時 30 分～午後５時
（入館は午後４時30分まで）

一般・シニア…1200 円
学生…600 円

吉備川上ふれあい漫画美術館
☎ 48--3664　金曜日休館

常設展示「富永一朗原画　春
の景」／コーナー展示「この
マンガがすごい！ 2023 男女
ベスト５」

午前９時～午後５時
（入館は午後４時30分まで）

一般…500 円
高校・大学生…400 円

小・中学生…300 円

常設のみの施設：山田方谷記念館☎ 22-1479 ／景年記念館☎ 21-1516（社会教育課）
入館無料の対象：�市内在住の小・中学生（学校休業日に利用する場合）／障害者手帳を持つ人と介助者１人／市内在

住の 65歳以上（歴史美術館と成羽美術館は対象外）

※５月 23 日（火）～６月２日（金） 臨時休館

美術館だより

高梁市歴史美術館高梁市歴史美術館 ～高梁の植物研究家～ ～高梁の植物研究家～ 吉吉
よしよし

野野
のの

善善
ぜんぜん

介介
すけすけ

　　ＮＨＫ朝の連続テレビ小説「らんまん」では、植物学者�ＮＨＫ朝の連続テレビ小説「らんまん」では、植物学者�牧牧
まきまき
野野
のの
富富
とみとみ
太太
たた
郎郎
ろうろう
がモデルとなり注目を浴びていますが、がモデルとなり注目を浴びていますが、

牧野博士の指導を受けながら高梁市周辺の植物を調査し、多くの新種発見に貢献した吉野善介をご存じでしょ牧野博士の指導を受けながら高梁市周辺の植物を調査し、多くの新種発見に貢献した吉野善介をご存じでしょ
うか。その人物、吉野善介を紹介します。うか。その人物、吉野善介を紹介します。
　吉野善介は明治10（1877）年に高梁市本町の　吉野善介は明治10（1877）年に高梁市本町の薬薬

やくやく
種種
しゅしゅ
商商
しょうしょう
の家に生まれました。小学校卒業後に家業を継ぎましたの家に生まれました。小学校卒業後に家業を継ぎました

が、植物に興味を持ち、仕事の傍ら植物採集を始めます。明治 32（1899）年に野生のカザグルマを日本で初が、植物に興味を持ち、仕事の傍ら植物採集を始めます。明治 32（1899）年に野生のカザグルマを日本で初
めて発見し、問い合わせのためその標本を牧野博士に送ったのを機に、長年にわたり交流が続きました。明治めて発見し、問い合わせのためその標本を牧野博士に送ったのを機に、長年にわたり交流が続きました。明治
43（1910）年に吉野の自宅が類焼したときには、牧野博士から書籍の寄贈を受けており、その親交の様子がう43（1910）年に吉野の自宅が類焼したときには、牧野博士から書籍の寄贈を受けており、その親交の様子がう
かがえます。かがえます。
　吉野は新種を含む多くの貴重な植物を発見しました。その中には功績を後世に伝えるため、学名に　吉野は新種を含む多くの貴重な植物を発見しました。その中には功績を後世に伝えるため、学名に
「「YY

ヨ シ ノ イヨ シ ノ イ
oshinoioshinoi」や「」や「ZZ

ゼ ン ス ケ ア ナゼ ン ス ケ ア ナ
ensukeanaensukeana」と付けられた植物があり、さらに「ヨシノアザミ」のように和名に名前が付」と付けられた植物があり、さらに「ヨシノアザミ」のように和名に名前が付

けられた植物もみられます。けられた植物もみられます。
　昭和４（1929）年には 1370 種余りを収録した『備中植物誌』を刊行しました。巻頭には牧野博士および植　昭和４（1929）年には 1370 種余りを収録した『備中植物誌』を刊行しました。巻頭には牧野博士および植
物学者・物学者・小小

こいずみげんいちこいずみげんいち
泉源一泉源一博士の序文が掲載されています。また、翌年には岡山を訪れた昭和天皇に献上する栄誉を得博士の序文が掲載されています。また、翌年には岡山を訪れた昭和天皇に献上する栄誉を得

▲▲ジョウボウザサと吉野善介（『備中植物誌』より）ジョウボウザサと吉野善介（『備中植物誌』より）

ています。吉野の情熱は晩年になっても衰えず、吉野植物ています。吉野の情熱は晩年になっても衰えず、吉野植物
研究所を設立し、機関誌を発刊するなど活発に活動を続け研究所を設立し、機関誌を発刊するなど活発に活動を続け
ました。昭和 23（1948）年には第 1回岡山県文化賞を受賞ました。昭和 23（1948）年には第 1回岡山県文化賞を受賞
しています。吉野は、詩人のしています。吉野は、詩人の永永

ながなが
瀬瀬
せせ
清清
きよきよ
子子
ここ
、天文家の、天文家の本本

ほんほん
田田
だだ
実実
みのるみのる
とと

共に受賞したことを「星と花歌よむ人もえらばれて平和文共に受賞したことを「星と花歌よむ人もえらばれて平和文
化の春の岡山」と詠み喜んでいます。化の春の岡山」と詠み喜んでいます。
　「らんまん」は９月まで放映が続きます。ドラマを見ると　「らんまん」は９月まで放映が続きます。ドラマを見ると
きに、高梁の植物学に貢献した吉野善介のことをちょっときに、高梁の植物学に貢献した吉野善介のことをちょっと
思い出していただけたら嬉しいです思い出していただけたら嬉しいです。。

※吉野善介および牧野富太郎については、備陽歴史研究会の※吉野善介および牧野富太郎については、備陽歴史研究会の石石
いしいし
井井
いい

良良
よしよし
夫夫
おお
会長に多くをご教示いただきました。深く謝意を表します。会長に多くをご教示いただきました。深く謝意を表します。

24Ｒ5 (2023) ５月



図書館だより

今月のおすすめ図書 （高梁市図書館）今月のおすすめ図書 （高梁市図書館）ヨモカ（移動図書館車） ６月運行日

第１・３火曜日
（６日・20日）

川面地域市民センター 10:40 ～ 11:25
西山郵便局横 14:15 ～ 14:45
コミュニティハウス湯野荘 15:15 ～ 15:45

第１・３水曜日
（７日・21日）

津川地域市民センター 13:40 ～ 14:10
落合地域市民センター 15:30 ～ 16:15

第１・３木曜日
（１日・15日）

松原地域市民センター 11:15 ～ 12:00
宇治地域市民センター 14:30 ～ 15:15

第１・３金曜日
（２日・16日） 吹屋連絡所 14:30 ～ 15:15

第2・４火曜日
（13日・27日）ゆめタウン高梁 13:50 ～ 14:20

第２・４水曜日
（14日・28日）

川上ふるさとプラザ 13:45 ～ 14:30
日名神楽公園 15:45 ～ 16:15

第２・４木曜日
（８日・22日）

巨瀬地域市民センター 10:00 ～ 10:45
玉川地域市民センター 13:50 ～ 14:35

第２・４金曜日
（９日・23日）

中井地域市民センター 11:00 ～ 11:30
高倉地域市民センター 13:15 ～ 14:00

高梁市図書館のイベント　　問問高梁市図書館☎ 22-2912　午前９時～午後９時 開館（年中無休）高梁市図書館☎ 22-2912　午前９時～午後９時 開館（年中無休）

おじさんたちが頑張る読み聞かせ会
自由参加（定員保護者含め 20 人）・参加費無料

５月 20 日（土）午後１時～１時 30 分 ４階キッズライブラリー

キッズＢＯＯＫタイム
自由参加（定員 15 人）・参加費無料５月21日（日）、

28 日（日） 午後２時～２時 30 分 ４階キッズライブラリー

８才までに親子でやってみよう！
申し込みが必要（定員保護者含め５組）・参加費無料

５月 21 日（土）午後２時 30 分～３時 30 分 ２階待合スペース

ちぃーとつくーるたかはし
申し込みが必要（定員６組）・参加費無料

５月 27 日（土）午後１時 30 分～３時 ４階キッズライブラリー

ベビーＢＯＯＫタイム
自由参加（定員 15 人）・参加費無料

５月 30 日（火）午前 11 時～ 11 時 30 分 4 階読み聞かせスペース

高梁市成羽美術館「ベルギーと日本 －光をえがき、命をかた
どる」展 × 高梁市図書館　

自由参加・参加費無料
６月１日（木）～
８月 27 日（日） 終日 ２階展示スペース

おはなしたまてばこ おはなし会　
自由参加（定員 30 人）・参加費無料

６月10日（土）午後２時～２時 30 分 ４階多目的室

えいご音楽であそぼう！ 講師：二
にの

宮
みや

麻
ま

衣
い

子
こ

さん
申し込みが必要（定員保護者含め 20 人）・参加費無料６月13日（火）午前 10 時 15 分～ 11 時 ４階多目的室

親子でふれあうベビーマッサージ 講師：池
いけ

脇
わき

智
とも

子
こ

さん、竹
たけ

内
うち

真
ま

由
ゆ

さん（ＲＴＡ認定講師）
申し込みが必要（定員親子含め 20 人）・参加費無料６月15日（木）午前 10 時 30 分～ 11 時 30 分 ４階多目的室
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すこやかスマイル（５月生まれ）

２２
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み
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ご

ちゃん
（原田北町）

２２
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い

 結
ゆ

芽
め

ちゃん
（落合町阿部）

５５
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梶
かじ

田
た

 菜
な

月
つき

ちゃん
（有漢町有漢）

１１
さいさい

大
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ろ

 莉
り の あ

愛ちゃん
（落合町阿部）

２２
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 紅
こう

紀
き

ちゃん
（成羽町吹屋）
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き

ちゃん
（松山）
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中
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 悠
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河
が

ちゃん
（川上町地頭）
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向
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 陣
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基
き

ちゃん
（川上町地頭）

４４
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藤
とう

 柚
ゆず

紀
き

ちゃん
（成羽町吹屋）

２２
さいさい

川
かわ

上
かみ

 楓
ふう

華
か

ちゃん
（落合町阿部）

５月に誕生日を
迎える子どもたちです

５５
さいさい

上
うえ
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だ

 珠
み す ず

鈴ちゃん
（津川町八川）

２２
さいさい

上
うえ

野
の

 心
こ

都
と

ちゃん
（原田南町）

グッド・トイひろば
日時　６月 17日（土）　
　　　�①午前９時 30分～11時　②午後１時～２時30分
場所　落合研修会館
定員　各回 30人（先着順）
参加費　無料
申し込み　�５ 月 29 日（月）～ ６ 月�

16 日（金）に社会教育課
へ

問社会教育課☎ 21-1514

26Ｒ5 (2023) ５月



市民のページ

長寿おめでとうございます長寿おめでとうございます

送ってください　締め切り…５月29日（月）

　６月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住のお子さん
の写真を広報たかはし、行政放送、市ウェブサイトなど
で公開します。お子さんの氏名（ふりがな）、性別、生年月
日、年齢、住所、応募者の氏名、電話番号を明記して送付
してください。市ウェブサイトでも応募できます。
　短歌・俳句・イラストなどは、自作の未発表のもので、
漢字にはふりがなを付けてください。氏名（ふりがな）・年
齢・住所（市内のみ）・電話番号を明記して投稿してくださ
い。なお、紙面の都合上、掲載できない場合があります。

問（送り先）〒 716-8501〔住所不要〕
    広報たかはし「市民のページ」係
　 ☎２１-0210　　
　　  koho@city.takahashi.lg.jp 市ウェブサイト市ウェブサイト

停滞見越し 替道 難所道
　　　　　　　　　　  

公式ソーシャルメディア
市のイベントや情報などをお知らせします！

問秘書企画課☎ 21-0210

　100歳（大正12年生まれ）の誕生日を迎えられ
た人を訪問し、記念品や花束を贈って長寿をお
祝いしました。
　市内で100歳以上の人は４月30日現在 63人
（男性 6人、女性 57人）です。。

手
し ゅ わ

話をやってみよう
福祉課  園

その

田
だ

将
まさ

大
ひろ

主事

「ドライブ（する）」

右手親指と４指を平行
に伸ばし、Ｓ字状に前
へ出す（車が走っている
様子）

市公式Youtube市公式Youtube

５指を折り曲げて、顔
に向けた右手を鼻先か
ら前へ少し出す（新幹線
の先頭車両の形）

大大
おおおお

内内
うちうち

  政政
まさまさ

惠惠
ええ

さんさん

（巨瀬町）（巨瀬町）
雛雛
ひなひな

元元
もともと

  美美
みみ

智智
ちち

子子
ここ

さんさん

（川上町高山）（川上町高山）

安安
やすやす

田田
だだ

  春春
はるはる

枝枝
ええ

さんさん

（松原町春木）（松原町春木）

「新
しん

幹
かん

線
せん

」

川柳・絵　鈴
すず
村
むら
繁
しげ
實
み
さん（川上町地頭）

高梁市の市外局番は「0866」です27 Ｒ5 (2023) ５月



人口・世帯数
（人・世帯）

前月比
（人・世帯）

総人口  ２７，３２４ －３４

男 性  １３，２７９ －１９

女 性  １４，０４５ －１５

世帯数  １３，５９５ + ６
( 令和５年４月末現在・外国人含む )

　市内の観光やイベント
の情報・空き家情報など
を発信するアプリです。
また、災害時などの緊急
情報も配信されます。

人　口 高梁いんふぉ　
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（
小
田
） 〔Android 用〕〔iPhone 用〕

　　高梁市高梁市では、令和４年３月に「高梁市シティプでは、令和４年３月に「高梁市シティプ
ロモーション戦略」を策定し、「市の認知度の向上」、ロモーション戦略」を策定し、「市の認知度の向上」、
「交流・関係人口の拡大」、「移住・定住の促進」に「交流・関係人口の拡大」、「移住・定住の促進」に
向け、シティプロモーションに取り組んでいます。向け、シティプロモーションに取り組んでいます。
　その一環として、市の魅力やイメージをブラン　その一環として、市の魅力やイメージをブラン
ドメッセージとして市内外に発信していくためのドメッセージとして市内外に発信していくための
「プロモーションロゴマーク」を作成しました。「プロモーションロゴマーク」を作成しました。

　　ロゴマークロゴマークのデザインは「のデザインは「梁梁
はりはり

」を表現し、色は吹屋」を表現し、色は吹屋

を象徴するベンガラ色、山々の緑、高梁川の青を組み合を象徴するベンガラ色、山々の緑、高梁川の青を組み合
わせています。交わるラインは「わせています。交わるラインは「＋＋

プラスプラス

」にも「」にも「××
かけるかける

」にもなり、」にもなり、

つながりあい、わたしあい、ささえあう、高梁市の魅力つながりあい、わたしあい、ささえあう、高梁市の魅力

が心地よく拡散していくことへの希望を込めています。が心地よく拡散していくことへの希望を込めています。

「わたしあうまち」「わたしあうまち」についてについて
　高梁市総合計画では、まちづくりの基本理念と　高梁市総合計画では、まちづくりの基本理念と
して「“つながり”から創る心豊かなまちづくり」して「“つながり”から創る心豊かなまちづくり」
を掲げ、家族や地域はもちろん、市内外の人とのを掲げ、家族や地域はもちろん、市内外の人との
交流、自然や歴史、文化などのさまざまな“つな交流、自然や歴史、文化などのさまざまな“つな
がり”を大切にし、心豊かに暮らせるまちづくりがり”を大切にし、心豊かに暮らせるまちづくり
を進めていくこととしています。を進めていくこととしています。
　渡し合う挨拶やお裾分けの精神が今も日常に息　渡し合う挨拶やお裾分けの精神が今も日常に息
づくこのまちは「渡し合い」にあふれています。づくこのまちは「渡し合い」にあふれています。
　“つながり”を大切に“渡し合い”にあふれた高　“つながり”を大切に“渡し合い”にあふれた高
梁市が、「私に合う、私に似合うまち」であり、「本梁市が、「私に合う、私に似合うまち」であり、「本
当の私に出会えるまち」であるという思いも込め当の私に出会えるまち」であるという思いも込め
ています。ています。

　新しいロゴマークは、使用申請により、どなたで　新しいロゴマークは、使用申請により、どなたで
も無料で使用できます。各種印刷物などに活用いたも無料で使用できます。各種印刷物などに活用いた
だき、高梁市のＰＲにご協力をお願いします。だき、高梁市のＰＲにご協力をお願いします。
　使用を希望する市民、企業、団体などは、使用前　使用を希望する市民、企業、団体などは、使用前
に「高梁市プロモーションロゴマーク使用申請書」に「高梁市プロモーションロゴマーク使用申請書」
を秘書企画課へ提出してください。なお、使用の際を秘書企画課へ提出してください。なお、使用の際
は、「高梁市プロモーションロゴマークの使用に関は、「高梁市プロモーションロゴマークの使用に関
する要綱」および「高梁市プロモーションロゴマーする要綱」および「高梁市プロモーションロゴマー
ク使用ガイドライン」を遵守してください。ク使用ガイドライン」を遵守してください。

シティプロモーション、はじめました。シティプロモーション、はじめました。
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https://www.city.takahashi.lg.jp/
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